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ー 令和４年度　町政執行方針についてー

　

令
和
４
年
第
１
回
厚
沢
部
町
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
町

政
執
行
へ
の
私
の
所
信
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
私
が
町
政
を
担

い
４
期
目
の
総
仕
上
げ
の
年
と
な

り
ま
す
。

　

町
政
を
進
め
る
上
で
の
私
の
基

本
理
念
は
、
町
民
の
皆
様
と
一
緒

に
歩
む
協
働
の
精
神
と
、
公
平
・

公
正
な
行
政
運
営
で
あ
り
ま
す
。

　

厚
沢
部
町
の
発
展
の
た
め
、
子

育
て
や
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
や

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
担
い
手

対
策
、
移
住
交
流
事
業
な
ど
様
々

な
課
題
に
対
し
、
真
摯
に
真
正
面

か
ら
向
き
合
い
未
来
に
向
け
希
望

の
持
て
る
、
持
続
可
能
な
「
素
敵

な
過
疎
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
の
当
町
を
取
り

巻
く
社
会
情
勢
は
、
少
子
高
齢
化

の
急
速
な
進
行
や
人
口
減
少
を
は

じ
め
医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
確

保
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な
ど

　
農
業
・
林
産
業

大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
国
の
財
政
状
況
の
悪

化
に
伴
い
町
の
行
財
政
運
営
も
こ

れ
ま
で
以
上
に
厳
し
さ
を
増
す
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
、
今
後
、
10
年
間
の
町

づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
６
次
総

合
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
の
向
か
い
合
う
課
題
解
決
の
た

め
「
町
民
が
主
役
と
な
っ
て
進
め

る
素
敵
な
過
疎
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
子
育
て
支
援
や
高

齢
者
福
祉
の
充
実
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
振
興
、
コ
ロ
ナ
対
策

等
各
般
に
わ
た
る
施
策
を
大
胆
か

つ
確
実
に
実
行
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
確
認
か
ら
２
年
以

上
が
経
過
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
、
変
異
と
感
染
拡
大

を
繰
り
返
し
、
国
内
は
も
と
よ

り
、
道
内
に
も
多
く
の
感
染
者
が

出
て
、
日
常
生
活
や
経
済
活
動
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
厚

沢
部
町
内
で
も
、
イ
ベ
ン
ト
が
ほ

と
ん
ど
中
止
と
な
り
、
特
に
飲
食

業
や
観
光
業
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
３

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
む
と

と
も
に
、
飲
む
治
療
薬
の
普
及
が

図
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
１
日
も

早
く
感
染
が
収
束
し
、
令
和
４
年

度
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
常
が
取
り

戻
せ
る
年
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
願

う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
先
人
達
が
、
厳
し
い
風

雪
に
耐
え
な
が
ら
、
不
断
の
努
力

で
た
く
ま
し
く
築
い
て
き
た
「
ふ

る
さ
と
厚
沢
部
町
」
を
、
次
の
時

代
に
健
全
な
か
た
ち
で
引
き
継
い

で
い
く
た
め
に
、
職
員
一
同
と
汗

を
流
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
議
員

並
び
に
町
民
皆
様
の
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
・
林
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

実
効
性
の
あ
る
施
策
を
展
開

　

厚
沢
部
町
農
業
の
力
強
い
農
業

経
営
の
展
開
を
図
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
令
和
元
年
度
に
策
定
さ
れ

た
「
農
に
生
き
る
パ
ー
ト
７
」
の

目
指
す
方
向
に
向
か
っ
て
、
着
実

に
前
進
し
、
真
に
実
効
性
の
あ
る

施
策
展
開
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、
農

業
振
興
の
根
幹
を
成
す
重
要
課
題

で
あ
り
ま
す
。
担
い
手
育
成
条
例

に
基
づ
く
新
規
就
農
者
や
後
継
者

対
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
農
業

の
研
修
実
践
を
強
化
す
る
な
ど
、

支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
暗
渠
排
水
な
ど
の
透

排
水
性
の
改
善
を
進
め
て
参
り
ま

し
た
が
、
引
き
続
き
、
優
良
農
地

の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ク
マ
や
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
鳥
獣

被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
電
気
牧

柵
購
入
費
へ
の
助
成
の
ほ
か
、
町

が
所
有
す
る
電
気
牧
柵
の
利
用
促

進
を
図
る
ほ
か
、
高
齢
化
で
減
少

が
進
む
ハ
ン
タ
ー
の
確
保
対
策
と

し
て
狩
猟
免
許
取
得
・
更
新
に
対

す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
補
助
事
業
を
継
続
し
、

農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

地
域
林
業
の
振
興
を
図
る

　

町
有
林
管
理
に
つ
い
て
は
、
搬

出
間
伐
、
除
伐
、
下
刈
り
な
ど
の

適
切
な
撫
育
管
理
や
森
林
基
盤
整

備
等
を
推
進
し
、
森
林
機
能
の
持

続
的
発
揮
に
努
め
ま
す
。

　

民
有
林
に
つ
い
て
は
、
循
環
利

用
や
集
約
化
を
進
め
た
中
で
「
豊

か
な
森
づ
く
り
推
進
事
業
」
や
除

間
伐
事
業
等
に
支
援
し
、
地
域
林

業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
林
産
業
に
つ
い
て
は
、

林
産
協
同
組
合
の
活
動
を
支
援
す

る
ほ
か
、
地
域
材
の
積
極
的
な
Ｐ

Ｒ
に
取
り
組
み
、
地
場
産
材
の
利

活
用
の
促
進
や
林
業
者
は
も
と
よ

り
林
産
業
の
安
定
経
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

事
業
と
し
て
、
所
有
山
林
に
係
る

意
向
調
査
を
実
施
、
民
有
林
の
下

刈
り
や
除
間
伐
事
業
に
助
成
し
、

森
林
と
し
て
の
機
能
を
維
持
で
き

る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

転
作
制
度
見
直
し
へ
の
対
応

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人

口
減
少
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

け
た
外
食
産
業
の
低
迷
等
か
ら
、

主
食
用
米
の
消
費
減
少
が
続
く

中
、
作
付
け
面
積
の
縮
小
や
過
度

な
飼
料
用
米
へ
の
偏
重
な
ど
も
懸

念
さ
れ
、
需
給
に
応
じ
た
作
付
転

換
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
昭
和
45
年
以
降
、
約
半

世
紀
以
上
続
い
た
、
い
わ
ゆ
る
転

作
制
度
の
見
直
し
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
５
年
間
一
度
も
水
張

り
が
行
わ
れ
な
い
農
地
は
交
付
金

の
対
象
か
ら
は
ず
れ
、
多
年
生
作

物
で
あ
る
牧
草
に
つ
い
て
は
、
単

価
が
大
幅
に
下
げ
ら
れ
る
な
ど
、

大
変
、
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

を
う
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
関

係
機
関
と
も
に
、
こ
の
支
払
交
付

金
に
代
わ
る
制
度
を
早
期
に
創
設

す
る
よ
う
強
く
要
望
し
て
い
く
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
商
工
業
・
観
光

企
業
の
経
営
安
定
を
継
続
支
援

　

高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
買
物

弱
者
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
一
昨
年
か
ら
続

く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
飲

食
業
や
観
光
業
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
感
染
収
束
が
見
通
せ

な
い
状
況
の
中
、
有
効
な
対
策
も

見
出
せ
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
実
情
か
ら
、
引

き
続
き
商
工
団
体
の
育
成
と
中
小

企
業
の
経
営
安
定
を
継
続
支
援
す

る
と
と
も
に
、
商
工
会
と
連
携
し
、

活
性
化
へ
の
振
興
策
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

観
光
施
設
の
集
客
を
一
層
高
め
る

　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
「
ハ
チ
ャ

ム
の
森
」
、
「
レ
ク
の
森
」
や
「
う

ず
ら
温
泉
」
、
そ
し
て
「
重
点
道
の

駅
」
の
利
用
度
が
年
々
増
加
し
て

お
り
、
特
に
道
の
駅
は
「
国
の
重

点
道
の
駅
」
と
し
て
指
定
を
受
け
、

檜
山
の
玄
関
口
に
位
置
し
、
町
の

情
報
発
信
の
拠
点
と
し
て
の
役
割

は
重
要
で
、
集
客
を
一
層
高
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
ト
イ
レ
と
駐
車
場

の
整
備
を
終
え
、
令
和
４
年
度
に

は
商
業
施
設
と
歴
史
文
化
情
報
発

信
施
設
が
完
成
し
、
既
存
の
物
産

館
を
含
め
、
多
く
の
人
が
集
い
体

験
交
流
が
で
き
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
道
の
駅
が
今
年
の
夏
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

交
流
人
口
の
増
加
に
期
待

　

新
た
に
保
育
園
留
学
に
本
格
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
町
内

で
移
住
体
験
を
希
望
す
る
子
育
て

世
帯
が
認
定
こ
ど
も
園
を
一
時
利

用
し
、
保
護
者
は
ち
ょ
っ
と
暮
ら

し
住
宅
で
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
す
る

と
い
う
形
式
で
、
今
後
は
子
育
て

世
代
の
交
流
人
口
の
増
加
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

令
和
４
年
度

  
町
政
執
行
方
針
『
各
般
に
わ
た
る
施
策
を

　
　
　
　
大
胆
か
つ
確
実
に
実
行
し
て
い
く
』

　
令
和
４
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
８

日
か
ら
４
日
間
開
か
れ
、
渋
田
町
長
は
令
和
４
年

度
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
町
政
執
行
方
針

を
述
べ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
の
一
部
を

抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。（
町
Ｈ
Ｐ
で
全
文
公
開
）
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●
新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る
資

　

質
・
能
力
の
育
成

　

指
導
方
法
の
不
断
の
見
直
し
に

よ
る
授
業
改
善
と
教
育
活
動
全
体

の
質
の
向
上
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
最

大
限
に
活
用
し
た
「
わ
か
る
・
で

き
る
・
お
も
し
ろ
い
」
が
実
感
で

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
飛
躍
的
な
技
術
革
新
の
追
い
風

と
な
っ
て
社
会
変
化
を
加
速
さ
せ
、
高
度
化
さ
れ
た
先
端
技
術
が
浸
透
し

た
時
代
の
転
換
点
で
あ
る
今
、
自
ら
の
よ
さ
や
可
能
性
を
認
識
し
、
他
者

と
協
働
し
な
が
ら
し
な
や
か
に
強
く
逞
し
く
豊
か
な
人
生
を
切
り
拓
き
、

生
き
抜
く
こ
と
の
で
き
る
確
か
な
力
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
こ
と
の
で
き
る

個
別
最
適
で
協
働
的
な
学
び
を
保
障
す
る
質
の
高
い
教
育
活
動
の
実
現
に

向
け
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
や
幅
広
い
年
齢
層
の
中
で
社
会
性
を
育
て

ら
れ
る
、
段
差
の
な
い
ス
ム
ー
ズ
で
厚
み
の
あ
る
小
中
９
年
間
の
計
画
的

で
系
統
的
な
一
貫
教
育
の
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
に
お
け
る
教
育
環
境
の

整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
科
学
技
術
の
進
展
が
も

た
ら
す
劇
的
な
社
会
変
化
の
中
を
生
き
る
子
供
た
ち
に
と
っ
て
の
極
め
て

大
切
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
社
会
に
お
け
る
「
学
び
」
の

好
循
環
と
持
続
的
発
展
の
礎
と
な
り
ま
す
。（
※
厚
沢
部
町
Ｈ
Ｐ
に
全
文

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

き
る
魅
力
あ
る
授
業
指
導
。

●
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
主
眼
を

　

置
い
た
交
流
及
び
共
同
学
習

　

教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切

な
教
育
を
進
め
、
全
て
の
児
童
生

徒
が
互
い
に
尊
重
し
合
い
協
働
し

て
生
活
し
て
い
く
態
度
の
育
成
。

●
外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

能
力
の
向
上

　

日
常
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
生
か

し
た
授
業
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
学
校
訪
問
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
母
国
や
町
内
３
小
学
校

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
だ
体
験

学
習
、
中
学
校
英
語
教
員
に
よ
る

小
学
校
乗
り
入
れ
授
業
等
。

●
道
徳
教
育
の
充
実

　

問
題
解
決
的
・
体
験
的
学
習
を

通
し
、
解
答
が
一
つ
で
は
な
い
道

徳
的
課
題
に
誠
実
に
向
き
合
い
考

え
・
議
論
し
、
関
わ
り
の
中
で
よ
り

よ
く
生
き
る
力
の
育
成
と
、
正
義

と
公
正
さ
を
重
ん
じ
誰
に
対
し
て

も
差
別
を
す
る
こ
と
や
偏
見
を
も

つ
こ
と
な
く
公
平
な
態
度
で
接
す

る
こ
と
の
で
き
る
人
格
の
育
成
。

●
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
と
体
験

　

的
学
習
の
充
実

　

職
場
体
験
の
体
験
的
学
習
を
通

し
た
自
分
ら
し
い
あ
り
方
や
生
き

方
を
実
現
す
る
力
の
育
成
。
創
造

の
翼
事
業
の
一
環
で
あ
る
厚
沢
部

中
学
校
道
外
修
学
旅
行
費
用
の
全

額
支
援
継
続
。

●
い
じ
め
の
根
絶
と
不
登
校
の
解
消

　

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
や
教
育
相

談
等
、
積
極
的
認
知
と
迅
速
な
対

応
を
可
能
に
す
る
校
内
体
制
の
充

実
。
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防

止
や
定
期
的
な
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー

ル
継
続
。

●
不
登
校
や
児
童
虐
待
防
止

　

家
庭
や
関
係
機
関
と
の
密
な
連

携
、
日
々
の
声
か
け
や
教
育
活
動

を
通
し
た
未
然
防
止
・
早
期
発
見
、

小
４
ビ
ハ
イ
ン
ド
や
中
１
ギ
ャ
ッ

プ
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
の
様
々

な
要
因
理
解
と
、
児
童
生
徒
の
悩

み
に
よ
り
添
っ
た
支
援
と
迅
速
な

連
携
・
対
応
。

●
健
康
教
育
の
推
進

　

小
学
校
体
育
専
科
教
員
に
よ
る

巡
回
指
導
。
食
に
関
す
る
計
画
的

な
学
習
と
栄
養
教
諭
に
よ
る
食
育

指
導
。
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
の
安

全
管
理
徹
底
と
安
心
安
全
で
美
味

し
い
手
づ
く
り
感
の
あ
る
給
食
の

提
供
。

●
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

　

教
員
の
負
担
軽
減
や
業
務
の
効

率
化
に
よ
る
、
授
業
改
善
や
子
ど

も
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
。

●
異
校
種
間
の
連
携
・
接
続
の
推
進

　

ア
プ
ロ
ー
チ
＆
ス
タ
ー
ト
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
ス
ム
ー
ズ
で
効

果
的
な
接
続
と
デ
ジ
タ
ル
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
作
成
に
よ
る
的
確
で
ズ

レ
の
な
い
一
貫
し
た
指
導
体
制
の

構
築
。
町
内
全
小
学
校
合
同
の
宿

泊
研
修
や
修
学
旅
行
等
に
よ
る
中

1
ギ
ャ
ッ
プ
の
未
然
防
止
に
向
け

た
段
差
の
な
い
小
中
一
貫
教
育
の

実
現
。

●
教
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上

　

学
校
力
の
要
で
あ
る
教
師
の
使

命
感
や
責
任
感
、
専
門
的
知
識
等

の
向
上
等
、
求
め
ら
れ
る
資
質
・

能
力
の
育
成
に
向
け
た
研
究
・
研

修
の
推
進
。
教
職
員
の
服
務
規
律

や
法
令
の
遵
守
の
徹
底
。

●
学
校
安
全
教
育
の
推
進

　

教
職
員
の
危
機
管
理
研
修
充

実
、
指
定
伝
染
病
等
の
対
策
・
予

防
、
交
通
安
全
教
室
や
防
犯
教
室
、

通
学
路
の
安
全
点
検
・
指
導
等
、

危
機
管
理
体
制
の
一
層
の
強
化
。

１
日
防
災
学
校
等
、
計
画
的
な
避

難
訓
練
や
講
習
会
・
防
犯
教
室
等

の
実
施
。

●
学
校
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

　

校
舎
の
経
年
劣
化
に
よ
る
修
繕

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
、
防
災
環
境

等
の
整
備
等
、
緊
急
性
の
高
い
も

の
か
ら
速
や
か
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
新
し
い
教
育
環
境
整
備
に

向
け
た
ソ
フ
ト･

ハ
ー
ド
両
面
に

お
け
る
具
体
的
な
構
想
。

　
社
会
福
祉
・
保
健
衛
生

「
安
心
な
暮
ら
し
」
を
支
え
る

　

急
速
に
高
齢
化
が
進
む
な
か

で
、
本
町
に
お
い
て
も
過
疎
化
と

少
子
高
齢
化
は
進
行
し
、
総
人
口

に
占
め
る
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率

は
40
％
を
超
え
、
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
町

で
も
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
世
帯

や
老
人
夫
婦
世
帯
が
増
え
、
介
護

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
老
老
介

護
が
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
在
宅
福
祉
に
重
点

を
置
き
、
福
祉
委
員
に
よ
る
地
域

福
祉
活
動
の
充
実
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
運
営
を
支
援
す
る
な
ど
、

自
助
、
共
助
、
公
助
の
バ
ラ
ン
ス

を
図
り
な
が
ら
、
13
項
目
に
及
ぶ

町
単
独
の
高
齢
者
生
活
支
援
事
業

を
継
続
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

の
「
安
心
な
暮
ら
し
」
を
支
え
て

ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
助
け
合
い
の
心
を
共
有

　

第
８
期
と
な
る
厚
沢
部
町
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険

事
業
計
画
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
団

町
民
の
健
康
増
進
を
図
る

医
　
療

地
域
医
療
の
安
定
提
供
を
図
る

　

国
民
健
康
保
険
病
院
は
、
命
を

守
り
暮
ら
し
に
安
心
感
を
与
え
る

地
域
医
療
の
確
保
や
救
急
医
療
の

拠
点
と
し
て
、
町
民
か
ら
の
期
待

も
大
き
く
、
極
め
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
経

営
環
境
は
益
々
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
地
域
連
携
法
人
「
南
檜
山
メ

デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
連

携
を
密
に
し
て
、
地
域
医
療
の
安

定
提
供
体
制
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

過
疎
地
で
は
、
医
師
及
び
医
療

技
術
員
の
不
足
が
深
刻
化
し
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
良
質
な

医
療
の
提
供
、
経
営
の
改
善
な
ど

に
一
層
努
め
、
町
民
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
町
立
病
院
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
函
館
市
と
の
定
住
自
立

圏
協
定
の
主
目
的
で
あ
っ
た
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
、
脳
疾
患
患
者

の
搬
送
経
費
も
継
続
し
て
支
援

し
、
広
域
的
な
緊
急
医
療
体
制
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

　
生
活
環
境

住
民
の
交
通
と
安
全
を
確
保

　

地
域
住
民
の
日
常
生
活
に
必
要

不
可
欠
な
公
共
交
通
路
線
で
あ
る

国
道
２
２
７
号
は
、
檜
山
管
内
の

重
要
路
線
で
北
海
道
新
幹
線
新
函

館
北
斗
駅
に
接
続
す
る
幹
線
国
道

に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
高
速

交
通
体
系
の
骨
格
を
形
成
す
る
上

で
、
大
き
な
役
割
を
担
う
路
線
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
度
な
医
療

を
函
館
圏
に
依
存
す
る
南
檜
山
地

域
に
あ
っ
て
は
、
い
わ
ば
「
命
の

道
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　

狭
小
ト
ン
ネ
ル
の
解
消
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
国
へ
要
望
し
、
今

年
度
よ
り
本
格
的
に
掘
削
工
事
が

着
手
さ
れ
、
早
期
の
完
成
を
目
指

し
ま
す
。

　

ま
た
、
乙
部
厚
沢
部
線
江
差
町

界
付
近
の
道
路
低
地
解
消
は
来
年

度
に
事
業
が
完
了
、
同
じ
く
赤
沼

地
内
歩
道
整
備
に
つ
い
て
も
、
早

期
整
備
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
用
地

調
査
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
道
で
は
、
適
正
な
維
持
管
理

及
び
冬
期
間
に
お
け
る
除
排
雪
体

制
の
整
備
を
図
り
、
通
行
に
支
障

危
機
感
を
も
っ
て
防
災
対
策
に
努
め
る

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
改
定
や
コ
ロ
ナ
対
策
を

見
据
え
防
災
計
画
の
改
定
を
行
う

と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
備
蓄
計

画
に
基
づ
き
、
食
糧
を
は
じ
め
、

避
難
所
等
の
備
品
整
備
を
進
め
ま

す
。
災
害
時
に
は
「
素
早
い
情
報

収
集
、
冷
静
な
判
断
、
的
確
な
行

動
」
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
町
民

の
自
助
、
共
助
、
公
助
に
よ
っ
て

被
害
が
最
小
限
に
と
ど
ま
る
よ

う
、
常
日
頃
か
ら
危
機
感
を
も
っ

て
防
災
、
減
災
対
策
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
住

民
の
交
通
と
安
全
を
確
保
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化

修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
順
次
工
事

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

河
川
関
係
で
は
、
厚
沢
部
川
、

安
野
呂
川
の
改
修
工
事
は
順
調
に

進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
町
河
川
に

お
い
て
も
、
管
理
に
万
全
を
期
し
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（３）
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

（２）
豊
か
な
人
間
性
と
健
や
か
な
体

　

を
育
む
教
育

　
学
校
教
育

（１）
社
会
を
し
な
や
か
に
強
く
逞
し

　

く
生
き
抜
く
力
の
育
成

 

令
和
４
年
度

　
教
育
行
政
執
行
方
針

塊
の
世
代
」
の
方
々
が
75
歳
以
上

と
な
る
２
０
２
５
年
を
見
据
え

て
、
限
り
あ
る
社
会
資
源
を
効
率

的
に
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
の
助

け
合
い
の
心
を
共
有
し
高
齢
者
が

安
心
し
て
く
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

を
め
ざ
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

他
町
に
先
駆
け
た
保
育
料
助

成
、
学
校
給
食
費
助
成
な
ど
、
各

種
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
今
後
も
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
保
育
機
能
や
総
合
的
支
援
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
人
に
多
い
胃
が
ん
や
胃
潰

瘍
の
大
き
な
原
因
と
い
わ
れ
る
ピ

ロ
リ
菌
検
査
な
ど
各
種
検
診
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
食
生
活
の
改

善
や
運
動
の
習
慣
化
な
ど
で
、
町

民
の
健
康
増
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
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（２）
青
少
年
の
健
全
育
成

　

親
子
体
験
フ
ェ
ス
タ
in
厚
沢
部

川
や
少
年
少
女
体
験
塾
等
の
体
験

活
動
や
交
流
学
習
の
継
続
と
充
実

及
び
、
青
少
年
活
動
の
継
続
・
支

援
と
人
材
発
掘
・
育
成
。

（３）
多
様
な
学
び
の
充
実
と
活
躍
機

　

会
の
提
供

　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学

習
機
会
の
提
供
と
充
実
、
地
域
リ

ー
ダ
ー
育
成
と
女
性
の
活
躍
機
会

の
創
出
支
援
、
伝
統
技
能
伝
承
講

座
や
幸
齢
者
学
級
の
充
実
等
、
主

体
的
な
学
び
を
生
涯
続
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
。

（４）
芸
術
・
文
化
活
動
の
推
進

　

各
種
文
化
団
体
活
動
や
町
民
文

化
祭
、
児
童
生
徒
芸
術
鑑
賞
会
・
町

民
文
化
講
演
会
の
充
実
と
発
展
。

（５）
文
化
財
の
保
存
・
整
備

　

後
継
者
の
育
成
と
郷
土
芸
能
や

伝
統
文
化
の
保
存
・
伝
承
活
動
の

支
援
や
文
化
財
の
維
持
管
理
。
史

跡
館
城
跡
保
存
整
備
事
業
の
基
本

計
画
の
修
正
及
び
基
本
設
計
・
実

施
設
計
の
推
進
と
Ａ
Ｒ
等
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
。
「
郷
土
資
料
館
」

の
点
検
・
整
備
・
改
善
と
定
期
的
企

画
展
示
や
郷
土
学
習
の
実
施
等
、

有
効
活
用
の
促
進
。

（６）
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

町
内
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
活
動

支
援
継
続
と
、
町
民
一
人
ひ
と
り

が
ス
ポ
ー
ツ
を
気
軽
に
楽
し
む
機

会
提
供
や
環
境
づ
く
り
。
指
導
者

育
成
と
資
質
向
上
、
各
種
社
会
体

育
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
と
保

全
。

（７）
図
書
館
活
動
の
充
実

　

魅
力
あ
る
図
書
館
と
し
て
の
環

境
づ
く
り
に
向
け
た
時
流
に
応
じ

た
蔵
書
の
整
備
・
充
実
と
、
「
こ
ど

（１）
家
庭
教
育
支
援
の
充
実

　

世
代
間
交
流
機
会
の
創
出
や
親

子
参
加
型
活
動
、
早
寝
・
早
起
き
・

朝
ご
飯
活
動
等
、
地
域
や
関
係
団

体
と
の
連
携
に
よ
る
持
続
性
の
あ

る
家
庭
教
育
支
援
の
推
進
継
続
。

　
社
会
教
育

ー 令和４年度　教育行政執行方針についてー

　

類
を
見
な
い
少
子
高
齢
化
社
会

を
生
き
る
子
供
た
ち
に
、
不
透
明

で
予
測
困
難
な
未
来
が
ど
の
よ
う

な
形
で
訪
れ
る
か
を
想
像
す
る

時
、
私
た
ち
が
取
り
組
む
べ
き
喫

緊
の
課
題
が
冒
頭
に
述
べ
た
如
く

自
ず
と
見
え
て
き
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
引

き
出
す
チ
ャ
ン
ス
の
時
は
彼
ら
の

人
生
を
左
右
す
る
か
け
が
え
の
な

い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
提
供
は
私

た
ち
大
人
の
第
一
義
的
責
任
で

す
。

　

厚
沢
部
町
教
育
委
員
会
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
て

教
職
員
・
保
護
者
・
地
域
が
手
を

　
む
す
び
に

つ
な
ぎ
、
そ
の
中
心
に
子
ど
も
た

ち
を
置
い
て
笑
顔
で
守
り
育
て
導

い
て
い
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
夢
の
あ

る
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
形
成

す
る
源
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
我
々
が
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
学
び
の
伴
走
者
と

し
て
一
体
と
な
っ
た
学
校
教
育
の

充
実
と
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生

き
生
き
と
学
び
合
い
、
互
い
に
支

え
合
い
、
高
め
合
う
生
涯
学
習
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
関
係
機
関

と
の
緊
密
な
連
携
を
も
と
に
、
組

織
一
丸
と
な
っ
た
ス
ピ
ー
ド
感
の

あ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

も
に
読
ん
で
ほ
し
い
・
友
達
に
読

ん
で
ほ
し
い
こ
の
一
冊
50
選
」
を

継
続
企
画
、
読
み
聞
か
せ
活
動
や

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
事
業
、
図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス

会
、
図
書
館
祭
り
、
ビ
ブ
リ
オ
バ

ト
ル
等
の
継
続
・
充
実
、
移
動
図

書
館
バ
ス
の
活
用
や
町
外
図
書
館

と
の
相
互
貸
借
、
児
童
生
徒
の
読

書
感
想
文
集
の
発
行
等
、
読
書
環

境
の
整
備
と
充
実
。

表彰区分 表彰者氏名 主 な 活 躍 ・ 功 績 内 容

文化奨励賞 大瀧　菜々夏
第54回全道高校書展で高文連賞を受賞し、全国高校総合文化祭書道部門に出展

（江差高校３年生）

文化奨励賞 沼下　歩生
第31回日本クラシック音楽コンクール（ピアノ 中学生の部）で全国大会出場

（厚沢部中学校２年生）

スポーツ奨励賞 京谷　澪
第39回北海道小学生陸上競技大会（小４女子　走幅跳）で第５位

（厚沢部小学校４年生）

　

３
月
15
日

（火）
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分

野
で
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
町
民
を
表
彰
す
る

「
令
和
３
年
度
厚
沢
部
町
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
表
彰
式
」
が
町
図
書
館
視
聴
覚
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
３
個
人
が
受
賞
し
、
笹
森
浩

明
教
育
委
員
会
事
務
局
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
式
で
は
受
賞
者
を
代
表
し
て
文
化
奨

励
賞
を
受
賞
し
た
大
瀧
菜
々
夏
さ
ん
（
江
差
高
校

３
年
）
が
「
指
導
者
や
家
族
な
ど
皆
さ
ん
の
支
え

や
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
受
賞
す
る
こ
と
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
『
第
１
回
厚
沢
部
町
議
会
定
例
会
』
が
３
月
８
日

（火）‌

～

‌

11
日

（金）‌

の
４
日
間
開
催
さ
れ
、
令
和
３
年
度
『
一
般
会
計
』
及
び
『
各
特
別
会

計
』
の
補
正
予
算
や
令
和
４
年
度
『
一
般
会
計
』
及
び
『
各
特
別
会
計
』

の
新
年
度
予
算
、
副
町
長
の
選
任
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
事
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、『
議
会
だ
よ
り
５
月
号
』
及
び

『
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
で
お
伝
え
し
ま
す
。

　

一
般
質
問
は
５
氏
が
行
い
、
上

戸
昌
行
議
員
は
「
農
業
振
興
方
策
」

に
つ
い
て
、
中
山
俊
勝
議
員
は

「
農
業
振
興
」
に
つ
い
て
、
佐
々
木

宏
議
員
は
「
本
町
農
地
利
用
の
姿

「
目
標
地
図
」
策
定
へ
」
な
ど
２
件

に
つ
い
て
、
山
崎
孝
議
員
は
「
人

口
減
少
対
策
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

方
向
」
な
ど
３
件
に
つ
い
て
、
濵

塚
久
好
議
員
は
「
道
の
駅
あ
っ
さ

ぶ
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
を
追
加

令
和
４
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会

５
氏
が
一
般
質
問

令
和
４
年
度
予
算
が
可
決

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
は
４
億
５
千
２
１
０
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
58
憶
１
千

３
１
９
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

補
正
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
総

務
費
で
は
、
財
政
調
整
基
金
、
公

共
施
設
整
備
基
金
、
減
債
基
金
積

立
金
、
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム

改
修
委
託
料
の
繰
越
明
許
費
。
衛

生
費
で
は
、
国
保
病
院
事
業
特
別

会
計
繰
出
金
。
農
林
水
産
業
費
の

農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
の
繰
越

明
許
費
で
す
。

　

令
和
３
年
度
各
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
今
後
の
収
支
を

勘
案
し
増
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
は

43
億
３
千
９
０
０
万
円
。
特
別
会

計
６
会
計
の
予
算
は
25
億
９
２
３

万
６
千
円
。
合
わ
せ
て
68
億
９
千

９
２
３
万
６
千
円
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。（
令
和
４
年
度
予
算
に
関
し

て
は
広
報
あ
っ
さ
ぶ
５
月
号
で
詳

し
く
紹
介
し
ま
す
）

佐
藤
正
秀
氏
を
副
町
長
に
選
任

　

竹
村
寛
仁
副
町
長
の
退
任
に
伴

い
、
檜
山
町
村
会
事
務
局
長
の
佐

藤
正
秀
氏
（
66
歳
）
が
副
町
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

年

度

初

め

に

お

け

る

「

再

拡

大

防

止

対

策

」

に

つ

い

て

の

お

願

い

　

年
度
初
め
は
就
職
や
進
学
等
に

伴
う
人
の
移
動
や
会
食
機
会
の
増

加
な
ど
、
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る

時
期
を
迎
え
ま
す
。

　

感
染
の
再
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、

引
き
続
き
、
基
本
的
な
感
染
防
止

行
動
等
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
（
４
月
17
日
ま
で
の
期
間
）

★
基
本
的
な
感
染
防
止
行
動

　

手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
換
気
・
密

　

に
な
ら
な
い

★
受
診
・
検
査
に
つ
い
て

●
発
熱
等
の
症
状
が
あ
れ
ば
受
診
を
！

●
無
症
状
で
不
安
な
場
合
は
検
査
を
！

★
外
出
・
移
動
に
つ
い
て

●
混
雑
し
て
い
る
場
所
や
感
染
リ

　

ス
ク
が
高
い
場
所
へ
の
外
出
を

　

控
え
る

●
移
動
先
で
の
感
染
リ
ス
ク
の
高

　

い
行
動
を
控
え
る

★
飲
食
・
会
食
に
つ
い
て

●
第
三
者
認
証
店
等
の
利
用

●
会
話
の
特
は
マ
ス
ク
着
用

●
深
酒
せ
ず
、
大
声
出
さ
ず
、
短

　

時
間
で
！

　

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

▲左から大瀧さん、沼下さん、京谷さん
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当
路
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
落
成

厚
沢
部
音
頭
が
Ｃ
Ｄ
に
な
る

種
子
馬
鈴
薯
選
別
施
設
が
松
園
町
に
完
成

当
時
厚
小
６
年
の
笹
木
洸
く
ん
が
走
り
高

跳
び
の
全
国
大
会
で
３
位
の
快
挙

町
内
商
店
街
の
街
路
灯
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
①

日
ハ
ム
の
１
７
９
市
町
村
応
援
大
使
の
２

選
手
が
厚
沢
部
町
を
表
敬
訪
問

道
南
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
行
が
開
始

厚
沢
部
町
史
上
初
。
町
長
・
町
議
Ｗ
で
無

投
票

農
業
担
い
手
育
成
対
策
協
議
会
が
発
足

３
期
目
の
渋
田
町
政
が
ス
タ
ー
ト

道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
が
重
点
道
の
駅
に
認
定

北
海
道
新
幹
線
が
開
業

南
館
城
丘
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
落
成

上
里
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
営
業
終
了

厚
沢
部
商
工
会
青
年
部
『
創
立
50
周
年
記

念
式
典
』
②

道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
販
売
額
が
初
の
１
億
円

越
え

上
里
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
が
落
成

美
和
小
学
校
閉
校
１
３
４
年
の
歴
史
に
幕
③

厚
沢
部
町
支
え
あ
い
推
進
協
議
体
が
発
足

３
中
学
校
最
後
の
体
育
祭
が
開
催

外
﨑
な
つ
さ
ん
１
０
６
歳
！
厚
沢
部
町
民

長
寿
記
録
を
更
新

厚
沢
部
町
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
④

公
道
を
使
用
し
た
自
転
車
レ
ー
ス
『
ツ
ー

ル
・
ド
・
北
海
道
２
０
１
７
』
が
開
催

鶉
中
学
校
・
館
中
学
校
で
の
最
後
の
学
校

祭
・
文
化
祭

北
海
道
新
幹
線
渡
島
ト
ン
ネ
ル
北
鶉
工
区

着
工

厚
沢
部
中
学
校
閉
校
式

鶉
中
学
校
閉
校
式

館
中
学
校
閉
校
式

町
内
３
中
学
校
『
最
後
の
』
第
71
回
卒
業

式新
・
厚
沢
部
中
学
校
が
開
校

町
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
「
保
育
所
給
食
始

ま
る
」

鶉
駐
在
所
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

北
海
道
消
防
操
法
訓
練
大
会
で
厚
沢
部
町

消
防
団
が
３
位
入
賞
⑤

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
道
内
全
域

で
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

厚
沢
部
町
公
営
塾
が
開
塾
⑥

厚
沢
部
中
学
校
吹
奏
楽
部
開
校
記
念
特
別

演
奏
会
を
開
催

お
ら
い
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
長
男
の
名
前
が

『
は
ぜ
る
』
く
ん
に
決
定

冬
で
も
町
民
が
集
い
元
気
に
！
初
の
『
冬

の
道
駅
ま
つ
り
』

厚
沢
部
・
館
保
育
所
で
最
後
の
卒
園
式
（
鶉

保
育
所
は
卒
園
児
０
人
）

厚
沢
部
町
認
定
こ
ど
も
園
が
竣
工
⑦

富
栄
敬
老
会
で
平
成
最
後
の
「
こ
ど
も
鹿

子
舞
」
を
披
露
⑧

４
期
目
の
渋
田
町
政
が
ス
タ
ー
ト

21
年
ぶ
り
に
中
学
生
議
会
を
開
催

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
２
０
０
０
日
達
成
表
彰

状
伝
達
式

約
30
年
ぶ
り
に
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー

を
開
催

役
場
の
組
織
機
構
改
革
を
実
施

第
６
次
厚
沢
部
町
総
合
計
画
が
完
成

新
中
山
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
工
事
が
着
工

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
ス
タ
ー
ト

24
時
間
ト
イ
レ
が
完
成

厚
沢
部
町
で
初
の
夏
の
成
人
式

『
保
育
園
留
学
』
初
め
て
の
利
用
者
が
厚
沢

部
町
を
訪
れ
る

２
０
１
３
年
度

６
０
２
号
（
２
）

２
０
１
４
年
度

６
０
５
号
（
５
）

６
１
０
号
（
10
）

６
１
２
号
（
12
）

６
１
４
号
（
２
）

２
０
１
５
年
度

６
１
７
号
（
５
）

６
１
８
号
（
６
）

６
２
７
号
（
３
）

２
０
１
６
年
度

６
２
９
号
（
５
）

６
３
１
号
（
７
）

６
３
９
号
（
３
）

６
４
０
号
（
４
）

２
０
１
７
年
度

６
４
２
号
（
６
）

６
４
３
号
（
７
）

６
４
４
号
（
８
）

６
４
６
号
（
10
）

６
４
７
号
（
11
）

６
４
８
号
（
12
）

６
４
９
号
（
１
）

６
５
０
号
（
２
）

６
５
１
号
（
３
）

６
５
２
号
（
４
）

２
０
１
８
年
度

６
５
３
号
（
５
）

６
５
４
号
（
６
）

６
５
６
号
（
８
）

６
５
８
号
（
10
）

６
５
９
号
（
11
）

６
６
３
号
（
３
）

６
６
４
号
（
４
）

２
０
１
９
年
度

６
６
５
号
（
５
）

６
６
６
号
（
６
）

６
７
５
年
（
３
）

２
０
２
０
年
度

６
８
０
号
（
８
）

６
８
４
号
（
12
）

６
８
８
号
（
４
）

２
０
２
１
年
度

６
８
９
号
（
５
）

６
９
０
号
（
６
）

６
９
２
号
（
８
）

６
９
３
号
（
９
）

６
９
８
号
（
２
）

号
数
（
月
数
）

町
内
の
主
な
で
き
ご
と

　

広
報
あ
っ
さ
ぶ
は
今
月
号
で
７
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
６
０
１
号
～
７
０
０
号
（
約
８
年
）
の
中

で
掲
載
し
た
厚
沢
部
町
の
主
な
で
き
ご
と
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
紹
介
で
き
な
い
出
来
事
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
で
振
り
返
る
厚
沢
部
町
の
主
な
で
き
ご
と

①町内商店街の街路灯がＬＥＤ化
　

省
エ
ネ
に
よ
る
経
費
削

減
や
安
全
で
安
心
な
通
行

を
確
保
す
る
た
め
、
町
内

商
店
街
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
の
は
、

厚
沢
部
地
区
が
２
０
６

基
、
鶉
地
区
は
55
基
、
館

地
区
が
59
基
の
計
３
２
０

基
で
、
６
月
に
着
工
し
11

月
５
日
に
完
成
。

　

厚
沢
部
商
工
会
青
年
部

（
香
川
直
樹
部
長
、
会
員

14
人
）
の
『
創
立
50
周
年

記
念
式
典
』
が
1
月
29
日

（
日
）
、
町
民
交
流
セ
ン
タ

ー
で
開
催
。
来
賓
や
同
青

年
部
Ｏ
Ｂ
ら
約
80
人
が
出

席
し
、
青
年
部
が
50
年
間

で
築
き
上
げ
た
数
多
く
の

功
績
を
称
え
ま
し
た
。

②商工会青年部『創立５０周年記念式典』

③美和小学校閉校
　

美
和
小
学
校
（
清
水
勝

也
校
長
・
児
童
４
人
）
の

閉
校
式
典
が
、
２
月
26
日

（日）
に
行
わ
れ
、
在
校
生
や

卒
業
生
、
教
員
ら
約
１
２

０
人
が
出
席
。
１
３
４
年

の
歴
史
を
刻
ん
だ
学
び
舎

に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
６
９
０
人
の
卒

業
生
を
送
り
出
し
て
き
ま

し
た
。

　

総
合
給
食
セ
ン
タ
ー

は
、
学
校
給
食
・
保
育
所

給
食
・
高
齢
者
配
食
の
３

つ
を
１
か
所
で
調
理
す
る

全
国
で
も
例
の
な
い
施
設

で
、
学
校
給
食
３
５
０

食
、
保
育
所
給
食
１
０
０

食
、
高
齢
者
配
食
50
食
に

対
応
。
災
害
時
に
は
1
日

最
大
1
，
０
０
０
食
の
供

給
能
力
を
持
つ
調
理
機
器

を
導
入
。

④厚沢部町給食センターが完成

⑤北海道消防操法訓練大会３位入賞
　

７
月
20
日

（金）
、
北
海
道

消
防
操
法
訓
練
大
会
が
江

別
市
で
開
催
さ
れ
、
10
年

ぶ
り
の
全
道
大
会
と
な
る

厚
沢
部
町
消
防
団
は
ポ
ン

プ
車
操
法
の
部
に
出
場
。

数
百
人
も
の
観
衆
が
見
守

る
中
、
全
道
各
地
の
13
消

防
団
が
競
技
を
行
い
、
厚

沢
部
町
消
防
団
は
見
事
、

優
良
賞
（
３
位
相
当
）
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

10
月
１
日

（月）
、
町
内
中

学
生
を
対
象
に
し
た
『
厚

沢
部
町
公
営
塾
』
を
介
護

付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム

『
ゆ
い
ま
～
る
厚
沢
部
』

（
新
町
）
２
階
事
務
室
に

開
設
し
、
開
校
式
の
後
初

授
業
を
行
い
ま
し
た
。
道

内
の
自
治
体
で
塾
を
開
設

す
る
の
は
９
例
目
で
、
道

南
圏
で
は
初
の
公
営
塾
と

な
り
ま
す
。

⑥厚沢部町公営塾が開校

⑧富栄敬老会で「こども鹿子舞」披露

　

３
月
24
日

（日）
、
「
平
成

最
後
」
の
富
栄
敬
老
会
祝

賀
会
が
富
栄
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
地

域
住
民
や
来
賓
ら
約
80
名

が
出
席
。
「
平
成
元
年
以

来
」
30
年
ぶ
り
に
富
栄
鹿

子
舞
保
存
会
『
土
橋
こ
ど

も
鹿
子
舞
』
が
披
露
さ
れ
、

宴
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

赤
沼
ひ
ま
わ
り
公
園
内

で
昨
年
６
月
21
日
か
ら
建

設
し
て
い
ま
し
た
『
町
認

定
こ
ど
も
園
』
が
３
月
５

日
に
竣
工
し
、
３
月
23
日

（土）
、
町
、
町
議
会
、
赤
沼

町
内
会
、
建
設
関
係
者
、

保
育
所
児
や
保
護
者
ら
約

３
０
０
名
が
見
守
る
中
認

定
こ
ど
も
園
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
同
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

⑦厚沢部町認定こども園が竣工

※
こ
こ
で
紹
介
し
た
写
真
及
び
説
明
文
章
は
、
当
時
の
広
報

　

か
ら
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
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繰
下
げ
受
給
の
上
限
年
齢
引
き
上
げ
及
び
繰
上
げ

受
給
の
減
額
率
の
変
更
に
つ
い
て

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

　

令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
、
国
民
年
金
の
繰
下
げ
受
給
の
上
限
が
70
歳

か
ら
75
歳
に
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
繰
上
げ
受
給
の
減
額
率
が
変

更
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

★
ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら

　

住
民
税
務
課
住
民
係
へ　

☎
６
４-

３
３
１
３

現 行 改 正 後

対 象 者 昭和27年４月１日以前生まれ
・昭和27年４月２日以降生まれ
・受給権発生日が
　　平成29年４月１日以降

繰下げの上限年齢 ７０歳 ７５歳

増 額 率 ０.７％/月

増額率（月数）の上限 ４２％（６０月） ８４％（１２０月）

現行 改正後

対 象 者 昭和37年４月１日以前生まれ ・昭和37年４月２日以降生まれ

減 額 率 ０.５％/月 ０.４％/月

減額率（月数）の上限 ３０％（６０月） ２４％（１２０月）

※対象者に該当しない方は令和４年４月１日以降も上限は 70 歳

※昭和 37 年４月１日以前生まれの方は、令和４年４月以降も 0.5％

令
和
４
年
度
か
ら

令
和
４
年
度
か
ら

    

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け

が
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
医
療

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
加
入
者

が
国
民
健
康
保
険
税
を
出
し
合

い
、
お
互
い
に
助
け
合
う
制
度
で

す
。
我
が
国
の
国
民
皆
保
険
制
度

を
支
え
る
医
療
保
険
で
あ
り
、
将

来
に
わ
た
り
安
定
的
に
運
営
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
沢
部
町
の
国
民
健
康
保
険

は
、
平
成
30
年
度
に
税
率
を
改
定

し
て
以
来
、
据
え
置
い
て
き
ま
し

た
が
、
被
保
険
者
・
世
帯
の
減
少
、

医
療
費
の
増
加
な
ど
か
ら
今
後
赤

字
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
保
険
税

の
税
率
を
改
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

保
険
税
の
税
率
を
改
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
国
民
健
康
保
険
の
運

営
の
健
全
化
を
図
り
、
加
入
者
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
た
め
に
必
要
な
負
担
と
な

り
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険
財
政

を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
に
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

 ●改定内容は下の通りです。

　所得が一定の額以下の世帯には、保険税を軽減する制度があります。税率の改定内容や軽減、
納税に関する問い合わせは住民税務課国保係及び課税収納係（☎６４－３３１３）までお願いい
たします。

　

２
月
７
日

（月）
、
町
の
農
業
共
済

掛
金
及
び
収
入
保
険
掛
金
助
成
事

業
に
対
し
、
全
国
農
業
共
済
組
合

連
合
会
か
ら
町
へ
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
助
成
事
業
は
、

農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た

め
、
農
業
生
産
安
定
化
特
別
対
策

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
感
謝
状

を
受
け
取
っ
た
渋
田
町
長
は
「
こ

れ
か
ら
も
農
業
経
営
の
安
定
化
の

支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

江
口
工
業
㈱
・
㈱
三
和
建
設
へ

除
排
雪
に
対
し
て
感
謝
状
を
贈
呈

　

３
月
18
日

（金）
、
町
は
旧
厚
沢
部

保
育
所
の
除
排
雪
作
業
を
行
っ
た

江
口
工
業
㈱
（
江
口
信
幸
代
表
取

締
役
）
と
㈱
三
和
建
設
（
大
野
一

代
表
取
締
役
・
せ
た
な
町
）
へ
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
渋
田
町
長

は
「
旧
保
育
所
の
屋
根
や
そ
の
周

辺
に
、
大
量
に
積
も
っ
た
雪
を
除

排
雪
し
、
町
民
の
生
活
安
全
に
貢

献
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
」

と
感
謝
を
述
べ
、
２
社
に
感
謝
状

を
手
渡
し
ま
し
た
。

全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
か
ら
町
へ

掛
金
助
成
事
業
に
対
し
感
謝
状

　

令
和
３
年
度
の
北
海
道
産
業
貢

献
賞
（
農
業
指
導
等
功
労
者
）
に

北
海
道
指
導
農
業
士
・
木
村
秀
喜

氏
（
67
歳
）
が
選
ば
れ
、
２
月
25

日
（金）
に
渋
田
町
長
か
ら
表
彰
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
村
さ
ん
は
、
北
海
道
農
業
士

と
し
て
、
道
内
外
か
ら
新
規
就
農

を
志
す
研
修
生
や
大
学
及
び
道
立

農
業
大
学
の
学
生
を
受
け
入
れ
る

な
ど
、
次
代
を
担
う
農
業
人
材
の

育
成
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
海
道
農
業
士
会
の
理

事
や
北
海
道
農
業
担
い
手
育
成
セ

ン
タ
ー
の
就
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

厚
沢
部
町
担
い
手
育
成
対
策
協
議

会
会
長
と
し
て
、
新
規
就
農
対
策

等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
広
く

農
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成
に
多

大
な
貢
献
を
し
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
木
村
さ

ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
厚
沢
部
町
農

業
の
発
展
、
新
規
就
農
者
等
の
サ

ポ
ー
ト
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

北海道産業貢献賞を受賞

富里 木 村 秀 喜 氏

▲左から江口社長、渋田町長、岡田博司専務

北海道指導農業士

農
済
道
南
西
部

事

業

所

の

移

転

に

つ

い

て

　

令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
北
海

道
内
一
円
を
区
域
と
し
た
新
組
合

「
北
海
道
農
業
共
済
組
合
」
が
発

足
と
な
り
ま
す
。

　

発
足
に
伴
い
、
組
織
の
合
理
化

及
び
効
率
化
に
よ
り
、
３
月
よ
り

道
南
西
部
事
業
所
は
移
転
し
ま
し

た
。
移
転
先
に
つ
い
て
は
次
の
通

り
で
す
。

★
移
転
先
名
称

　

み
な
み
北
海
道
農
業
共
済
組
合

　

道
南
支
所

★
移
転
先
住
所

　

〒
０
４
１
‐
１
２
１
４

　

北
斗
市
東
前
74
番
地
２

★
電
話
番
号

　

０
１
３
８
‐
７
７
‐
８
２
１
１

★
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

　

０
１
３
８
‐
７
７
‐
２
１
３
２

※
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
が
変

　

更
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違

　

い
の
無
い
よ
う
お
気
を
つ
け
く

　

だ
さ
い
。

▲左から渋田町長、橋本清一副組合長理事

改定内容 令和３年度（改定前） 令和４年度（改定後） 増減

医療保険分

所得割 5.30％ 7.40％ 2.10％

資産割 30.00％ 37.00％ 7.00％

均等割 27,000円 31,000円 4,000円

平等割 20,000円 29,000円 9,000円

後期高齢者支援分

所得割 2.20％ 2.40％ 0.20％

資産割 10.00％ 10.00％ ー

均等割 9,000円 10,500円 1,500円

平等割 7,000円 8,000円 1,000円

介護保険分

※40～64歳の人のみ

所得割 1.50％ 1.60％ 0.10％

資産割 5.00％ 6.00％ 1.00％

均等割 8,500円 10,000円 1,500円

平等割 6,000円 6,000円 ー
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素敵な過疎のまちのあゆみ

▲頑張って感謝を伝えようとする姿に感動。

『
は
ぜ
る
卒
園
式
』
感
謝
の
思
い
を
言
葉
で
伝
え
る

　

３
月
15
日

（火）
、
厚
沢
部
中
学
校
で
第
４
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
24
名
が
卒
業
し
ま

し
た
。
今
年
は
在
校
生
も
会
場
に
い
る
中
で
式
典
が
行
わ
れ
、
玉
置
英
樹
校
長
は
式
辞
で
「
こ

れ
か
ら
の
人
生
で
１
番
大
切
な
こ
と
は
、
一
つ
ひ
と
つ
自
分
の
手
で
、
そ
し
て
力
で
こ
な
し
て

い
く
こ
と
。
そ
し
て
、
時
間
を
か
け
一
歩
ず
つ
進
ん
で
い
っ
て
、
自
分
が
納
得
で
き
る
場
所
に

少
し
で
も
近
づ
け
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
、
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
卒
業
生
を
代

表
し
、
丹
保
涼
太
君
は
答
辞
で
「
こ
の
先
、
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
や
辛
い
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
３
年
間
の
学
級
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
常
笑
』
『
あ
い
の
て
』
『
感
謝
』
を
思
い
出
し

て
乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

第
４
回
厚
沢
部
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

　

３
月
26
日

（土）
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
『
卒
園
式
』

が
同
園
で
行
わ
れ
、
24
名
が
こ
ど
も
園
に
別
れ
を
告
げ

ま
し
た
。
斎
藤
紋
子
園
長
か
ら
証
書
を
受
け
取
る
際
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
大
き
な
声
で
園
長

先
生
の
顔
を
見
な
が
ら
し
っ
か
り
お
礼
を
言
う
園
児

達
。
こ
ど
も
園
で
立
派
に
成
長
し
た
姿
を
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。
『
花
束
プ
レ
ゼ
ン
ト
』
で
は
、
緊
張
か
ら

涙
を
流
し
な
が
ら
も
し
っ
か
り
と
お
母
さ
ん
・
お
父
さ

ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。
こ
ど
も
園
で
学

ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
小
学
校
で
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
！

　　３回目のワクチン接種の集団接種が終了しました。３回目のワクチン接種の集団接種が終了しました。

４月１日接種時点の接種率は８８.１％となっています。４月１日接種時点の接種率は８８.１％となっています。

　実 施 日：３月 23 日より実施しています。
　　　　　　今後は４月 20 日・25 日・27 日に再度接種日を設けます。
　予約方法：ネット予約。対象者に個別案内した封書に予約方法の案内が同封されています。
　接種ワクチン：ファイザー社製

■今後のワクチン接種のスケジュールについて

新型コロナワクチン集団接種が終了！新型コロナワクチン集団接種が終了！

【５～１１歳のワクチン接種について】

　実 施 日：実施予定（※日程が決まり次第お知らせいたします。）
　接種ワクチン：ファイザー社製予定

【１２～１７歳の３回目ワクチン接種について】

　実 施 日：５月 25 日・26 日・27 日
　予約方法：ネット予約または電話予約。接種券の送付に予約方法の案内を同封します。
　接種ワクチン：武田 /モデルナ社製予定

【３月の集団接種で接種できなかった１８歳以上の方】

　実 施 日：５月 25 日・26 日・27 日
　予約方法：電話予約。※１度も接種していない旨、電話でお伝えください。
　接種ワクチン：武田 /モデルナ社製予定

【１度も接種しておらず、接種を希望する方】

※厚沢部町に住所がありながら居住地で接種をしたい方（単身赴任・大学進学等）は、居住地で手続きが必要と

　なります。接種券が手元に届きましたら、居住地の市町村窓口でご相談ください。

※詳しく内容を知りたい、不明な点がある等ありましたら、問い合わせ先までご連絡ください。

 ★問合せ先　保健福祉課健康増進係　保健師　☎６４-３３１９

 ★問合せ先　保健福祉課福祉係　☎６４-３３１９

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金の確認書の提出期限は４月 30 日です！

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、様々な困難に直面した方々が、速やかに生活・暮らしの
支援を受けられるよう、住民税非課税世帯等に対して臨時特別給付金を支給しています。

【確認書の提出が必要な支給対象者】
①基準日（令和３年 12 月 10 日）において厚沢部町に住民登録があり、かつ世帯全員の令和３年度住民税が非
　課税である世帯
※住民税が課税されている方の扶養親族等のみからなる世帯は対象外。

【支給手続き】
①の対象となる方
　２月中に町から給付内容や確認事項が記載された「確認書」が郵送されてますので、記載事項をご確認いた
だき、町に提出してください。（確認書を紛失等した場合は問合せ先までご連絡ください）
　●確認事項　
　　■振込口座番号　■世帯全員が住民税が課税されている他の親族等に扶養されていないこと等
※確認書提出期限：令和４年４月 30 日

「
お
母
さ
ん

　

い
つ
も

　

あ
り
が
と
う
。」

「
い
つ
も

美
味
し
い
ご
飯
を

　

あ
り
が
と
う
。」

「
お
母
さ
ん

　
　
　

大
好
き
。」

「
産
ん
で
く
れ
て

　

あ
り
が
と
う
。」



14

保　健　事　業 内　　　容 時　　期 対　　象 おすすめポイント

成

　

人

　

保

　

健

　

事

　

業

健

　

　

康

　

　

診

　

　

査

総

　

合

　

健

　

診

若 年 者 健 診

血液・尿検査、血圧測定、心

電図検査、身体・腹囲測定

 ①５月20日

　　 ～22日

 ②11月11日

　　 ～13日

20～39歳

①生活習慣病は症状が

ないまま進行し、血管

を傷つけてしまうのが

特徴です。年に１回ご

自身の健康チェックを

しましょう。

②胸部ヘリカルＣＴ

は、レントゲン検査よ

りも詳細に調べること

ができますので、タバ

コを吸う方は是非ＣＴ

検査を受けましょう。

　　

特 定 健 診

40～74歳

国保、社保、

共済保険の

加入者

長 寿 健 診 75歳以上

が ん 検 診

胃：バリウム検査

40歳以上
肺：胸部レントゲン検査

　　胸部ヘリカルCT

大腸：便潜血検査

前立腺：血液検査 50歳以上の男性

肝 炎 検 診 血液検査 40歳以上

骨 粗 鬆 症 検 診 足の踵の超音波検査 20歳以上の女性

Ａ Ｂ Ｃ 検 診
血液検査

20歳以上

風 し ん 抗 体 検 査 S37.4.2～S54.4.1生の男性対象

国 保 病 院 で 受 け る

特 定 健 診

血液・尿・心電図検査、血圧・

身体・腹囲測定
６月～２月

40～74歳

国保加入者 平日に国保病院で受け

られます。国 保 病 院 で 受 け る

が ん 検 診 他

胃がん検診・肺がん検診・大腸
がん検診・前立腺がん検診・骨
粗しょう症検診・ＡＢＣ検診

40歳以上

Ｊ Ａ 巡 回 ド ッ ク
血液・尿・心電図・肝炎検査、

血圧測定、がん検診
11月24・25日

40歳以上の

ＪＡ組合員

ＪＡ組合員さんはこの

健診がおすすめです。

ごめんください
保健師です

377

石 田 和 子

保健事業・介護予防事業のお知らせ

　令和４年度がスタートしました。

　保健福祉センターなどで実施する『保健事業・介護予防事業』では、

子どもからお年寄りまで各年代に合わせた健診や教室などを行ってい

ます。ぜひ、ご利用ください！

☆☆☆今年度実施事業の３大ポイント☆☆☆

≪保健事業・介護予防事業一覧≫
※詳細については、全戸・回覧チラシまたは郵送でお知らせします。
※ご不明な点があれば成人・母子保健事業は保健福祉課健康増進係（TEL：64-3319）、介護予防事業は地域包括
　支援センター（TEL：67-2299）にご相談ください。

１）国保病院でがん検診などの受診が可能に！！
　　　国保病院で特定検診に加えてがん検診や骨粗しょう症検診などの受信ができるようになります！

　　　申込方法や金額等はチラシ等をご覧ください。

２）みんなで楽しく交流しましょう！サロンを開催！！
　　　心身の向上や健康維持のためにみんなで楽しく交流しましょう！参加者募集中！

３）子育てをもっと楽しく！子育て広場ぽてっこを開催！！
　　　自由に集まって子育てなどについて情報交換をしましょう！子育てがもっと楽しくなるはず！

15

保　健　事　業 内　　　容 時　期 対　象 おすすめポイント

乳がん　　　

子 宮 が ん 検 診

女性のための検診
８月20日

　～21日
20歳以上

下記の方は無料になりま

す。

乳がん検診：40歳・50歳

子宮がん検診：20歳・30歳個別がん検診 ７月～２月

頭 部 検 診
頭部ＭＲＡ・ＭＲＩ検査

頸部ＭＲＡ検査

①11月１日

～12月５日

②２月27日

～３月30日

20～74歳
脳血管の状態がわかりま

す。

結 核 検 診 胸部レントゲン検査
９月８日

　～９日
18歳以上

各地区を検診バスが巡回

します。

肝 が ん 検 診 腹部エコー、血液検査他 10月29日
肝臓専門スタッフによるがん検診。

先着55名となっています。

健

康

教

室

フ ィ ッ ト ネ ス

ス ク ー ル

ストレッチ、有酸素運動、

筋トレ、ヨガ、ズンバなど

７月上旬～

９月下旬 

（年10回）

20歳以上
みんなで楽しく身体を動

かしましょう！

リ ハ ビ リ 教 室
作品づくりやレクリエーション、

野外訓練
年間５回

脳卒中や特定疾

患などでリハビ

リが必要な人

季節の作品づくりや野外

訓練を通してリハビリを

しています。

わ さ び 教 室
運動、頭の体操、調理実習や

作品づくり
年間７回

精神障がいを

持っている方

社会で安心して暮らすサ

ポートをします。

母

子

保

健

事

業

相
談
＆
健
診

乳児相談＆健診 身体と心の発達や離乳食・おやつ、

虫歯予防について一緒に確認しま

す。

就学前の幼

児がいる家

庭に送付さ

れる母子カ

レンダーを

ご覧下さ

い。

１ヶ月～11ヶ

月

同じ月齢の子どもが集ま

り、絵本の読み聞かせや歯

みがき指導、離乳食教室を

行います。衣類等のリサイ

クル用品もあります。
幼児相談＆健診 １歳～５歳

フ ッ 素 塗 布 歯科検診・歯科指導・フッ素塗布 就学未満児
歯の状態を知り虫歯予防

の大切さを確認します。

予
防
接
種

定 期 予 防 接 種
４種混合、ヒブ、ロタ、肺炎球菌、

Ｂ型肝炎、ＢＣＧ、麻疹風疹、水痘、

日本脳炎、２種混合、子宮頸がん、

おたふくかぜ、インフルエンザ

委託医療機

関の指定す

る日

対象のお子さ

んに個別案内

疾病予防のために接種時

期が来たら早めに接種し

ましょう。任 意 予 防 接 種

不 妊 症・ 不 育 症

治 療 助 成 事 業

不妊症または不育症と診断され、治
療等を行った夫婦に治療費を助成

４月～３月
町内在住夫婦 

（所得制限あり）

検査・治療の費用を町が助
成します（上限あり）。悩ん
でいる方はぜひ１度ご相
談を！

子 育 て 広 場

ぽ て っ こ

自由に集まって、お母さん同士情報

交換ができる場です。
月２回

妊婦～就園し

ていないお子

さんと保護者

認定こども園はぜるの「ぽ

てっと」で開催！子育てが

楽しくなる場です！

中 学 生 ピ ロ リ 菌

対 策 事 業

ピロリ菌の尿中抗体検査と除菌治

療費の助成
４月～３月 中学２年生

早期に胃がんの原因とな

るピロリ菌を除去し、胃が

んのリスクを軽減します。

介

護

予

防

事

業

健

康

教

室

元気はつらつ教室 筋力アップとバランスを保つ運動
３地区で毎

月３～４回
55歳以上 みんなで楽しくお話をし

たり、体を動かすことで、

心も体も元気になります。さ わ や か 教 室 身体と頭の体操や作品づくりなど
毎月

（２～３回）

介護予防対象

の高齢者

介護予防フェア

介護や認知症など、高齢期に起こり

やすい課題についての学習や体験

を実施

冬期間 住民

大切な家族のために介護・

認知症のポイントを学び

ましょう。

サ ロ ン
地域ごとに開かれる交流の場。音楽

や作品作りなど
４月～３月 各地区住民

心身の機能向上や健康維

持のための集いです。参加

者募集中！
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今
回
は
点
検
商
法
に
つ
い
て
お

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
飛
び
込

み
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
「
床
下

（
屋
根
）
の
点
検
に
来
ま
し
た
」
な

ど
、
正
規
の
点
検
の
ふ
り
を
し
な

が
ら
、
虚
偽
誇
大
な
説
明
・
勧
誘

を
し
て
商
品
の
購
入
や
工
事
の
契

約
を
と
る
手
法
で
す
。

　

点
検
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
「
水

道
管
を
高
圧
洗
浄
し
ま
す
」「
シ
ロ

ア
リ
が
い
て
、
家
が
倒
壊
す
る
危

険
性
が
あ
る
」「
無
料
で
耐
震
検
査

を
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
地

震
で
建
物
が
倒
壊
す
る
」
「
床
下

が
湿
気
だ
ら
け
。
こ
の
ま
ま
で
は

家
が
腐
る
」
な
ど
と
い
っ
て
、
消

費
者
を
不
安
に
陥
れ
、
断
り
き
れ

な
い
状
況
を
作
り
出
し
て
、
床
下

換
気
扇
の
購
入
、
シ
ロ
ア
リ
駆
除

の
工
事
契
約
を
さ
せ
る
ケ
ー
ス
で

す
。

　

ま
た
ガ
ス
会
社
、
水
道
局
な
ど

信
用
で
き
る
機
関
の
設
備
点
検
を

装
い
、
消
費
者
に
機
器
の
設
置
義

務
が
あ
る
か
の
よ
う
に
説
明
す
る

手
口
も
あ
り
ま
す
。

　

点
検
商
法
の
問
題
点
は
、
必
要

性
の
な
い
工
事
で
あ
る
こ
と
や
契

約
額
が
高
額
で
あ
る
場
合
が
多
い

こ
と
、
被
害
者
が
被
害
に
あ
っ
た

と
い
う
意
識
を
あ
ま
り
持
っ
て
い

な
い
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
悪
質
な
商
法
は
、

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
い
っ
た
ん
騙
し
取
ら

れ
た
お
金
を
返
し
て
も
ら
う
こ
と

は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し

で
も
「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ
た

ら
、
す
ぐ
に
誰
か
に
相
談
す
る
よ

う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
業
者
の

営
業
や
契
約
に
問
題
が
あ
る
場

合
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
よ
っ
て

契
約
を
解
除
し
て
お
金
の
返
還
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
に
く

だ
さ
い
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

　
　

‌

　
　

弁
護
士　

南　

七
重
】

法
テ
ラ
ス
通
信
通
信

～
点
検
商
法
っ
て
何
？
～

vol.121

　

富
栄
の
旧
地
名
は
「
土
橋
」
で

す
。
１
６
７
８
年
に
津
軽
か
ら
移

住
し
た
喜
三
郎
が
草
分
け
と
さ
れ

る
古
い
集
落
で
す
。
し
か
し
、
意
外

に
も
文
献
で
現
れ
る
の
は
遅
く
、

１
８
０
６
年
の
『
遠
山
村
垣
西
蝦

夷
日
記
』
が
初
出
で
す
。
な
お
、
著

者
の
遠
山
金
四
郎
は
、
時
代
劇
「
遠

山
の
金
さ
ん
」
の
お
父
さ
ん
で
す
。‌

　

土
橋
付
近
で
は
、
土
橋
村
よ

り
も
「
エ
ゾ
村
」
の
方
が
早
く

か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
７

１
７
年
に
初
め
て
記
録
に
登
場

し
、
江
戸
時
代
の
終
わ
り
ま
で

緑
町
付
近
に
「
エ
ゾ
村
」
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。‌

　

１
８
５
６
年
の
蝦
夷
地
見
聞
を

記
し
た
松
浦
武
四
郎
の
『
廻か

い
ほ浦

日

記
』
の
挿
絵
で
は
目
名
村
や
俄
虫

村
と
と
も
に
、
「
土
橋
村
」
が
描

か
れ
ま
す
。
図
に
は
描
か
れ
ま

せ
ん
が
、
「
エ
ゾ
村
」
も
こ
の
時

点
で
土
橋
村
の
少
し
上
流
に
あ

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。‌

　

「
つ
ち
は
し
」
の
由
来
は
は
っ

き
り
し
ま
せ
ん
が
、
ヒ
ノ
キ
山
に

町
内
に
あ
る

に
あ
る
地
名
のの
由
来

～
富
栄
～

関
わ
る
土
場
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

「
ド
バ
」
➡
「
ド
バ
シ
」
➡
「
土
橋
」

の
よ
う
な
転
訛
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

松浦武四郎『廻浦日記』松浦武四郎『廻浦日記』
の挿図に描かれた厚沢の挿図に描かれた厚沢
部川流域の村々。田沢部川流域の村々。田沢
から美和へ抜ける峠かから美和へ抜ける峠か
ら描かれたものです。ら描かれたものです。

　

２
月
に
な
っ
て
か
ら
の
厚
沢
部

町
で
は
例
年
に
な
く
降
雪
が
あ
り

ま
し
た
。

　

農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
す
ぐ

隣
に
あ
る
鶉
ア
メ
ダ
ス
の
観
測
デ

ー
タ
に
よ
る
と
、
２
月
５
日
に

30‌

cm
の
降
雪
が
記
録
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
２
月
16

日
に
は
41‌

cm
も
降
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
鶉
ア
メ
ダ
ス
が
降
雪
・

積
雪
の
観
測
を
始
め
た
40
年
の
中

で
、
１
日
で
の
降
雪
量
と
し
て
は

歴
代
３
位
で
す
。
ま
た
月
最
深
積

雪
で
も
、
２
月
は
積
雪
が
１
４
５

cm
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
観

測
さ
れ
て
か
ら
は
歴
代
２
位
の
記

録
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
道
わ
き
な
ど
の
雪
山
は
、
大

分
低
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
３

月
中
旬
現
在
で
も
農
道
な
ど
多
く

の
細
い
道
は
、
雪
で
埋
も
れ
て
い

る
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
積
雪
が
多
く
な
っ

た
場
合
は
圃
場
の
雪
解
け
が
進
ま

ず
春
作
業
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
農
業
振
興
公
社
で
も
た
く
さ

ん
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
が
、
積

雪
が
多
い
年
は
計
画
的
な
融
雪
剤

散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
晴
天
が

続
く
前
の
散
布
が
効
果
的
な
よ
う

で
す
。

　

【
農
業
振
興
係　

堂
下　

貴
宏
】

思
わ
ぬ
雪
か
ら
の
対
処
に
は

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

上
下
水
道
係
か
ら
お
知
ら
せ

◎
農
業
集
落
排
水
施
設（
下
水
道
）　

　

へ
の
接
続
に
つ
い
て

　

農
業
集
落
排
水
区
域
（
本
町
、

新
町
、
赤
沼
町
、
緑
町
、
富
栄
、

館
町
の
一
部
）
に
お
住
ま
い
の
ご

家
庭
や
事
業
所
で
は
水
洗
ト
イ
レ

へ
の
改
造
や
生
活
雑
排
水
（
台
所
、

浴
室
、
洗
面
、
洗
濯
等
）
の
接
続
が

可
能
で
す
。
快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
と
河
川
等
の
水
質
保
全
を
図

る
た
め
に
農
業
集
落
排
水
施
設
へ

の
接
続
に
つ
い
て
の
検
討
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
町
で
は
「
合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
工
事
や
改
造

工
事
、
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費

に
対
し
て
の
補
助
制
度
』
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
水
質
検
査
計
画
の
策
定
と
水
質　

　

検
査
等
結
果
の
公
表
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
「
厚
沢
部
町
水
質

検
査
計
画
」
及
び
「
定
期
の
水
質

検
査
結
果
」
を
建
設
水
道
課
上
下

水
道
係
（
役
場
２
階
）
や
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
詳
し
く
は
建
設
水
道
課
上
下
水

　

道
係
へ
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ　

☎
６
４
‐
３
３
１
６

続
・
協
力
隊
新
聞

笑
顔
で
あ
っ
さ
ぶ
V

vol.27
い

　

協
力
隊
と
し
て
の
３
回
目
の
春

が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
か

げ
さ
ま
で
「
一
日
36
時
間
欲
し
い

な
」
「
体
が
２
つ
ほ
し
い
な
」
と

思
う
ほ
ど
日
々
町
や
子
ど
も
た
ち

の
為
に
何
か
で
き
な
い
か
と
活
動

を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今

回
は
２
点
活
動
報
告
と
告
知
を
さ

せ
て
も
ら
い
ま
す
！

　

先
月
、
厚
沢
部
中
学
校
の
総
合

学
習
の
時
間
に
「
ふ
る
さ
と
厚
沢

部
町
の
魅
力
を
探
求
」
と
言
う
こ

と
で
、
中
学
１
年
生
を
対
象
と
し

た
地
域
学
習
の
取
組
に
参
加
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
ん
延
防
止

重
点
措
置
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
全
３
回
で
構
成
さ
れ
、
１
回

目
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
顔
合
わ
せ

簡
単
な
自
己
紹
介
。
２
回
目
は
私

た
ち
の
活
動
報
告
資
料
を
元
に
質

問
を
考
え
る
。
３
回
目
は
、
十
分

に
感
染
対
策
を
行
っ
た
上
で
私
と

庄
山
隊
員
が
中
学
校
へ
行
き
、
グ

ル
ー
プ
ト
ー
ク
、
質
問
を
受
け
答

え
る
と
い
っ
た
内
容
で
し
た
。

　

質
問
し
て
き
た
内
容
に
は
「
協

力
隊
っ
て
ど
ん
な
お
仕
事
な
の

か
？
」
を
は
じ
め
厚
沢
部
町
の
魅

力
や
移
住
、
イ
ベ
ン
ト
つ
い
て
多

岐
に
亘
り
ま
し
た
。
短
い
時
間
で

お
話
す
る
に
は
盛
沢
山
な
質
問
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
私
た
ち
の

話
を
聞
い
て
く
れ
た
姿
が
と
て
も

印
象
深
か
っ
た
で
す
。

　

実
施
後
、
お
礼
の
手
紙
ま
で
い

た
だ
き
、
子
を
持
つ
親
と
し
て
朝

か
ら
ウ
ル
ウ
ル
し
て
し
ま
う
ほ

ど
、
文
章
で
は
力
強
く
、
し
っ
か

り
と
し
た
感
想
が
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
高
め
て
、
人
に
慣
れ
、
経
験

を
積
む
こ
と
で
と
て
も
頼
も
し
い

厚
沢
部
町
の
子
ど
も
た
ち
に
育
つ

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
厚
沢
部
町
の
魅
力

を
知
り
た
い
と
心
新
た
に
思
っ
て

く
れ
た
よ
う
な
の
で
、
引
き
続
き

地
域
学
習
と
し
て
中
学
校
、
小
学

校
へ
も
出
向
き
交
流
の
場
を
増
や

し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
！

　

そ
し
て
、
４
月
17
日
に
シ
エ

ス
タ
ハ
コ
ダ
テ
の
４
階
、
函
館

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
Ｇ
ス
ク

エ
ア
に
て
、
「
道
南
の
未
来
を
考

え
よ
う
～
地
方
と
教
育
～
」
ロ
ー

カ
ル
キ
ー
マ
ン
と
し
て
「
保
育

園
留
学
」
や
「
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
」
な
ど
の
厚
沢
部
町
の
交

流
人
口
増
加
の
取
組
な
ど
を
お

話
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

※
予
約
お
問
合
せ
は

　

０
１
３
８-

３
５-

４
０
０
０

　

申
込
フ
ォ
ー

ム
あ
り
ま
す
。

当
日
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
ラ
イ
ブ
配
信

も
し
て
い
る
よ

う
な
の
で
興
味
あ
り
ま
し
た
ら

是
非
ど
う
ぞ
。

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊中

村　

和
恵
】

▼

各
年
の
１
日
に
降
っ
た
最
大　

　

降
雪
量
（
鶉
ア
メ
ダ
ス
）



19 18

課・局名
直通電話番号

（市外局番0139）
係名：主な業務内容

総務財政課 

選挙管理委員会
64－3311

総　務　係：人事、庁舎・山村開発センター管理、情報公開、選挙、監査

財　政　係：財政計画・予算、地方交付税、町債

経理管財係：経理、財産管理、地域情報インフラ

情報管理係：防災、国民保護、庁内ネットワーク

政策推進課 64－3312
政策推進係：地方創生、統計、移住促進、広報広聴、ＨＰ、地域公共交通

商工観光係：商工会、観光協会、キャンプ場、道の駅、うずら温泉、

　　　　　　ふるさと納税

住民税務課 64－3313

住　民　係：戸籍、住民票、印鑑証明、マイナンバーカード、パスポート、

　　　　　　火葬許可、国民年金

課税収納係：町税・国保税の賦課、確定申告、固定資産税

国　保　係：国民健康保険、後期高齢者医療、医療給付

生活安全係：墓地、畜犬登録、不法投棄、蜂駆除、消費者行政、地区駐在員、

　　　　　　町内会、交通安全

保健福祉課
（あゆみ） 64－3319

福　祉　係：障害者福祉、高齢者福祉、生活保護、保健福祉総合ｾﾝﾀｰ管理

介護保険係：介護保険、居宅介護支援事業者・地域密着型ｻｰﾋﾞｽ事業者の指定

地域包括支援センター係：高齢者等の総合相談・支援、介護予防

健康増進係：各種検診、健康相談、予防接種、母子保健、精神保健

子育て支援係：公営塾、学童保育、放課後子ども教室、児童手当

保健福祉課 
（はぜる） 56－7310 こ ど も 園 係：認定こども園はぜる管理・運営、発達支援 

農林課
農業委員会 64－3314

農業振興係：農業・畜産振興、営農改善、農業後継者・担い手の育成

農村整備係：農地整備・開発、土地改良団体の指導、鶉ダム管理

林業振興係：林業振興・育成、林産団体の指導、治山事業、有害鳥獣

農業委員会：農業者年金、売買・貸借・相続など農地に関すること

農林課
（活性化センター） 65－6061 農業振興係：農業活性化センター運営、試験栽培、土壌診断

建設水道課
（庁舎１階） 64－3315

管　理　係：道路の認定・管理、河川敷地の占用、道路改良の促進

土　木　係：道路・河川・橋梁・堤防等の新設・維持管理、排水路

建築施設係：公有建物・町営住宅の施工・営繕、持家奨励金、町営住宅・

　　　　　　集会施設・公園の管理・運営

建設水道課
（庁舎２階） 64－3316 上下水道係：上下水道の維持管理、下水道・合併浄化槽の整備

議会事務局 64－3317 議会事務局：議会に関すること

教育委員会 64－3318
学校教育係：学校施設の維持管理、学校教育に関すること

社会教育係：生涯学習、ｽﾎﾟｰﾂ振興、社会教育団体の育成、図書館、文化財

給食センター 56－1147 総合給食センター係：学校給食・こども園給食等に関すること

国保病院 64－3036
総　務　係：施設の維持管理・営繕、栄養計画・調理

医　事　係：診療報酬、診療録、患者の受付・入退院、診療契約

役場への電話は直通電話（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）が便利！
役場に電話をするときは用件のある担当課に直接電話がつながるダイヤルインが便利！
より迅速な電話対応が可能となります。各係へのご用命は次の番号にお掛けください。

※
（　

）
内
は
前
職

○
課
長
職

▼
政
策
推
進
課
長
（
教
育
委
員
会

事
務
局
主
幹
〔
社
会
教
育
担
当
〕
）

安
田
光

▼
住
民
税
務
課
長
（
建
設
水
道
課

主
幹
〔
上
下
水
道
担
当
〕
兼
上
下

水
道
係
長
）
安
沢
富
士
子

▼
保
健
福
祉
課
長
兼
子
育
て
支
援

係
長
（
議
会
事
務
局
長
兼
総
務
係

長
）
森
理
生

▼
会
計
管
理
者
兼
出
納
課
長
兼
出

納
係
長
（
出
納
課
主
幹
兼
出
納
係

長
）
森
ゆ
か
り

▼
議
会
事
務
局
長
兼
総
務
係
長

（
国
保
病
院
事
務
長
）
髙
野
政
人

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
長
兼
総
合

給
食
セ
ン
タ
ー
長
兼
学
校
教
育
係

長
兼
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長

（
住
民
税
務
課
主
幹
〔
税
務
担
当
〕
）

安
達
達
也

▼
国
保
病
院
事
務
長
（
住
民
税
務

課
長
兼
生
活
安
全
係
長
）
津
野
修

○
補
佐
職

▼
保
健
福
祉
課
長
補
佐
兼
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
兼
健
康
増

進
係
（
保
健
福
祉
課
長
補
佐
兼
子

育
て
支
援
係
長
）
木
村
千
律

○
主
幹
職

▼
建
設
水
道
課
主
幹
〔
上
下
水
道

担
当
〕
兼
上
下
水
道
係
長
（
厚
沢

部
消
防
署
長
）
北
川
広
幸

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
主
幹
〔
社

会
教
育
担
当
〕
（
総
務
財
政
課
総

務
係
長
）
二
宮
和
之

○
係
長
・
主
査
職

▼
総
務
財
政
課
総
務
係
長
兼
選
管

書
記
兼
監
査
書
記
（
総
務
財
政
課

総
務
係
主
査
兼
選
管
書
記
兼
監
査

書
記
）
青
柳
秀
和

▼
住
民
税
務
課
国
保
係
長
（
農
林

課
農
業
振
興
係
長
）
中
川
一
秀

▼
住
民
税
務
課
生
活
安
全
係
長

（
住
民
税
務
課
生
活
安
全
係
主
査
）

増
田
聡

▼
農
林
課
農
業
振
興
係
長
（
住
民

税
務
課
国
保
係
長
）
杉
野
剛

▼
総
務
財
政
課
総
務
係
主
査
兼
選

管
書
記
兼
監
査
書
記
（
北
海
道
総

合
政
策
部
へ
派
遣
）
丸
山
祐
樹

○
係
職

▼
政
策
推
進
課
政
策
推
進
係
（
北

海
道
か
ら
派
遣
）
山
﨑
弘
貴

▼
住
民
税
務
課
国
保
係
兼
住
民
係

（
議
会
事
務
局
総
務
係
）
吉
田
友

耶▼
議
会
事
務
局
総
務
係
（
住
民
税

務
課
国
保
係
兼
住
民
係
）
小
森
賢

人▼
住
民
税
務
課
課
税
収
納
係
兼
生

活
安
全
係
（
新
採
用
）
山
田
蒼
良

▼
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係
〔
保

健
師
〕
（
新
採
用
）
笹
森
志
穂

▼
保
健
福
祉
課
こ
ど
も
園
係
〔
認

定
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
〕
（
新
採

用
）
阿
部
珠
貴

▼
国
保
病
院
看
護
師
（
新
採
用
）

工
藤
帆
波

○
再
任
用

▼
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
係
主
査
兼
健
康
増
進
係

（
保
健
福
祉
課
長
兼
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
係
長
）
三
橋
玲
子

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
総
合
給
食

セ
ン
タ
ー
係
主
査
（
教
育
委
員
会

事
務
局
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
係
主

査
〔
再
任
用
〕
）
石
村
和
子

▼
国
保
病
院
看
護
師
（
国
保
病
院

看
護
師
〔
再
任
用
〕
）
國
仙
若
子

▼
国
保
病
院
看
護
師
（
国
保
病
院

看
護
師
）
下
川
部
紀
子

役
場
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

（
４
月
１
日
付
）

役
場
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

（
３
月
31
日
付
）

※
（　

）
内
は
前
職

○
退
職

▼
（
副
町
長
）
竹
村
寛
仁

▼
（
政
策
推
進
課
長
兼
会
計
管
理

者
兼
出
納
課
長
）
朝
倉
秀
美

▼
（
保
健
福
祉
課
長
兼
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
）
三
橋
玲
子

▼
（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
兼
総

合
給
食
セ
ン
タ
ー
長
兼
学
校
教
育

係
長
兼
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
係

長
）
笹
森
浩
明

▼
（
国
保
病
院
看
護
師
）
亀
田
美

智
子

▼
（
国
保
病
院
准
看
護
師
）
下
川

部
紀
子

▼
（
国
保
病
院
主
任
臨
床
検
査
技

師
）
坂
本
和
晃

館
町
町
内
会
が
除

雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

２
月
６
日

（日）
と
27
日

（日）
、
館
町

町
内
会
（
山
田
克
哉
会
長
）
は
館

町
内
の
独
居
老
人
住
宅
を
中
心
に

重
機
な
ど
も
用
い
て
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
日
で
18
名
が
集
ま
り
、
屋

根
の
雪
下
ろ
し
や
住
宅
の
雪
の
除

雪
作
業
を
行
い
、
汗
を
流
し
ま
し

た
。
山
田
会
長
は
「
大
変
な
時
こ

そ
地
域
の
人
た
ち
が
協
力
し
て
活

動
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思

う
。
支
え
あ
い
の
活
動
を
こ
れ
か

ら
も
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。
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図書館
新　書
情　報

おすすめ新着図書
　子どもの読書週間や絵本週間、国際子ど
もの本の日、図書館記念日など、４月は読
書の機会が盛りだくさんです。
　この機会に図書館の本で春を感じてみて
はいかがでしょうか。

「さくららら」

〔升井純子 / 小寺卓也　著〕

　とある桜の木のさくらちゃ
んが主人公。
　北海道の桜は開花が５月
頃、日本全体で見ると遅めの
開花です。
　「わたしがさく日は わたし
がきめる」春に向かってじっ
くり準備するさくらちゃんを
見守る写真絵本。

●図書館では、お探しの資料が貸出中の場合、予約を承っています。また

　リクエストや道立図書館からの貸出も受付中。お気軽にご利用ください。

●問合せ先　厚沢部町図書館　☎６４-３４３６

「春の旅人」
〔村山早紀 / げみ　著〕

　人気作家とイラストレータ
ーがコラボレーションした美
しいオールカラーの短編小
説。
　やさしい物語と春色の美し
い挿絵で、目でも楽しめる一
冊です。「花ゲリラの夜」「春
の旅人」「ドロップドロップ」
の３つの物語が収録されてい
ます。

食生活
改　善
協議会

【材料（４食分）】
さつま揚げ 70g
しいたけ 1枚
にら 50g
にんじん 20g
ごぼう 60g
木綿豆腐 300g
ごま油 おおさじ1
●しょうゆ 大さじ1・1/2
●みりん おおさじ1
●砂糖小さじ 2
卵 1個

今月の簡単レシピ

にら入り炒り豆腐

①さつま揚げとしいたけは１セ
　ンチ幅、にらは３センチの長
　さ、にんじんは繊切り、ごぼ
　うはささがきにする。豆腐は
　軽く水切りしておく。
②鍋にごま油を熱し、にらと豆
　腐以外の①を炒め、しんなり
　してきたところに豆腐をちぎ
　りながら加える。
③●の調味料を加えて煮詰めな
　がら炒め、にらを加え全体を
　かき混ぜる。
④割りほぐした卵を回し入れ半
　熟程度に固まるまで加熱す
　る。

　豆腐が主役のヘルシーな一品です。根菜

野菜のほか、ビタミン類が豊富でスタミナ

料理にも利用することの多いニラを加える

ことで栄養価も上がります。

食改からのコ
メント

４
＆

行
事

５
知
お

ら
せ

＆

　
急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

４
月
の
休
日
当
番
医

　
４月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔℡５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔℡６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月〜金曜日
 （祝祭日は休診）

眼 科
 5 日（火）・6日（水）
19 日（火）・20日（水）
※水曜日午後休診

受 付
時 間

午前…  8時30分〜11時30分
午後… 13時30分〜15時00分

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

　場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

　ますので、お問い合わせください。

　　 午前… 8時00分〜11時30分（初診は9時00分〜）

　　 午後…13時00分〜14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分〜16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

診 療 科 診 療 日

循環器内科
午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

総 合 診 療
内　　 科

午前　月～金曜日
　　　（午前11時迄の受付)
　　　（月曜日は午前10時から診療）

消化器内科
午前　水曜日（午前11時迄の受付）
　　　再診のみ、完全予約制
午後　月曜日、14.28日

呼吸器内科
午前　金曜日　
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　1.15日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科 午前　8日（午前11時迄の受付）

小 児 科
午前  月～金曜日　
午後  火と木曜日（午後3時～4時の受付）

泌 尿 器 科
午前　月～金曜日　
午後　木曜日

産 婦 人 科
午前　4.5.25.26日
午後　4.25日

耳鼻咽喉科
午前　5.6.14.19.20.28日
　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　13.27日

眼 科
午前　7.21日
　　　（予約以外の初診受付11時迄)

午後　6.20.27日

皮 膚 科 午前　火曜日

※整形外科・精神科については月〜金曜日の午前診療と
　なります。

　
C型肝炎について　その３

　Ｃ型肝炎ウイルス治療の目標は、ウイルスを体から排

除することです。ウイルスが排除されれば肝硬変や肝が

んになるリスクを下げることができるため、できるだけ

早くに治療を開始することが望まれます。以前はインタ

ーフェロンという注射薬を用いた治療が行われておりま

したが、効果に乏しいうえ副作用も多く、あまり用いら

れない状況でした。しかし治療薬の開発が進み、現在で

は飲み薬だけの治療で治療ができるようになりました。

　ＤＡＡと呼ばれる直接作用型抗ウイルス剤は、Ｃ型肝

炎ウイルスの複製を直接阻害します。内服期間は最短で

８週間で、副作用もほとんど見られません。高価な薬で

はありますが医療費助成を受けることができ、少額の自

己負担額で治療可能です。そして治療が完了すればほぼ

１００％ウイルスが排除されます。ただ、ウイルスが排

除されても、それまでに悪くなった肝臓の状態が改善す

るわけではなく、肝がんが生じることもまれにあります

ので、定期的な検査をけることが重要です。

　Ｃ型肝炎ウイルスの感染や治療について御相談があれ

ば、肝臓専門医や消化器内科専門医をぜひ受診してみて

ください。　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　内科認定医　沼田　泰尚

当 番 医 病　院　名（電話番号）

 4月 3日（日） 乙部町国保病院（62-2331）

10日（日）
厚沢部町国保病院（64-3036）

【あっさぶ調剤薬局（64-3041）】

　　17日（日） 道立江差病院（52-0036）

　　24日（日） 佐々木病院（52-1070）

29日（金） 道立江差病院（52-0036）

（
受
付
時
間

：

９
時
〜
17
時
）

　

３
月
18
日

（金）
、
第
一
生
命
保
険

株
式
会
社
函
館
支
社
江
差
営
業
オ

フ
ィ
ス
（
秋
野
厚
子
オ
フ
ィ
ス

長
）
は
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
町
内
小
学
１
年
生
25
名
の

入
学
の
お
祝
い
に
『
オ
リ
ジ
ナ
ル

ハ
ン
デ
ィ
タ
オ
ル
』
を
贈
り
ま
し

た
。
第
一
生
命
の
小
泉
里
深
オ
フ

ィ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
は
「
子
ど
も
た

ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
ら
あ
り
が

た
い
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を

継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。 新

入
学
生
に
「
ハ

ン
デ
ィ
タ
オ
ル
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
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運
転
免
許
更
新
時
講
習

　

固
定
資
産
税
と
し
て
課
税
さ
れ

て
い
る
家
屋
（
住
宅
や
倉
庫
な
ど
）

に
つ
い
て
、
こ
の
冬
の
大
雪
に
よ

る
重
み
で
屋
根
が
つ
ぶ
れ
損
壊
し

た
場
合
は
固
定
資
産
税
が
減
免
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
の
災
害
に
よ
る
減

免
は
、
損
壊
の
状
況
に
よ
り
最
大

対
象
家
屋
の
全
部
が
減
免
と
な
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
担
当
係
も
随
時
確
認
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
町
全
体
を
確
認
す
る
に
は
時

間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
損
壊
し

て
い
る
よ
う
な
家
屋
を
見
か
け
た

場
合
は
、
そ
の
家
屋
の
所
有
に
関

わ
ら
ず
、
担
当
へ
連
絡
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
家
屋
の
減
免
と
な
る
申

請
（
連
絡
）
の
期
限
は
令
和
４
年

５
月
31
日
（
第
１
期
の
納
期
限
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

☆
問
合
せ
先　

　

住
民
税
務
課
課
税
収
納
係

   

☎
６
４
‐
３
３
１
３

こ
の
冬
の
大
雪
に
よ
り
家
屋
の

損
壊
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

令
和
３
年
分
の
申
告
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
の
振
替
日
は

４
月
21
日

（木）
、
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
振
替

日
は
４
月
26
日

（火）
で
す
。

　

振
替
日
前
日
ま
で
に
預
貯
金
残

高
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
納
税
資

金
の
ご
準
備
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 国

税
の
振
替
日
に
つ
い
て

－４月＆５月の行事＆お知らせ－

令和４年２月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,099 1,002 1,113 2,115（－2）

鶉地区 311 305 315 620（－4）

館地区 435 413 442 855（＋2）

全 町 1,845 1,720 1,870 3,590（－4）

※外国人住民を含む

町の人口

（３月20日届出分まで）

今月の寄附件数 46件

今月の寄附金額 798千円
令和３年度

寄附件数累計 2,271件
令和３年度

寄附金額合計 31,907千円

前年度寄附金額 29,807千円

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

（３月 22 日届出分まで）

戸籍の窓

－４月＆５月の行事＆お知らせ－

連続 ４４ 日０

令和４年３月 25 日現在

厚沢部町交通死亡事故死
ゼロ記録簿

おくやみもうしあげます

赤沼町　伊勢シゲ子さん（80 歳）03/04

館　町　藤盛　郁子さん（84 歳）03/16

本　町　佐々木勝美さん（79 歳）03/18

善
意
感
謝
致
し
ま
す

●
館
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
寄
贈

　

館
町
・
木
村
静
子
さ
ん
か
ら

　

電
気
ケ
ト
ル
外

　
　
　
　
　
　

３
５
，
５
０
０
円

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
審
査
員
を
募
集
し
ま
す

　

６
月
に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る

『
第
31
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
』
で
は
、
道
内
各
地
よ

り
「
市
民
審
査
員
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
審
査
員
と

し
て
祭
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

◆
日
程　

６
月
11
日

（土）
・
12
日

（日）

（
※
右
記
日
程
の
い
ず
れ
か
１
日
）

◆
場
所　

札
幌
市
中
央
区

　

（
大
通
公
園
周
辺
）

◆
内
容　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

　

ラ
ン
祭
り
の
演
舞
の
審
査

◆
応
募
方
法

　

募
集
要
綱
と
応
募
用
紙
を
左
記

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ

　

ー
ド
も
し
く
は
電
話
で
取
り
寄

　

せ
の
上
、
４
月
30
日
迄
（
必
着
）

　

に
提
出
。

◆
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

http://www.yosakoi-soran.jp/

★
問
合
せ
・
応
募
用
紙
送
付
先

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭　

　

り
実
行
委
員
会

☎
０
１
１
‐
２
３
１
‐
４
３
５
１

　

〒
０
６
０
‐
０
０
０
１

　

札
幌
市
中
央
区
北
１
条
西
２
丁　

　

目
北
海
経
済
セ
ン
タ
ー
４
Ｆ

　　

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
と
は
、
地
方
税

（
法
人
道
民
税
や
法
人
事
業
税
な

ど
）
の
申
告
や
納
税
な
ど
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
行
え
る

自
治
体
共
通
の
便
利
な
シ
ス
テ
ム

で
す
。
２
０
２
１
年
10
月
か
ら
、

道
民
税
利
子
割
、
道
民
税
配
当
割

及
び
道
民
税
株
式
等
譲
渡
所
得
割

の
申
告
手
続
き
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
詳

し
い
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
e
l
t
a
x
.
i
t
a
.

g
o
.
j
p
/

）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
是
非
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

☆
問
合
せ
先　

　

檜
山
振
興
局
税
務
課

　
☎
５
２
‐
６
４
７
２

地
方
税
電
子
申
告
（
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
）
を
ご
存
知
で
す
か
？

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
お
知
ら
せ

　

新
規
学
校
卒
業
者
（
高
校
・
中

学
校
）
の
求
人
は
６
月
１
日

（水）
か

ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
受
付
を
開
始

し
、
７
月
１
日

（金）
か
ら
公
開
開
始

を
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

終
息
後
を
見
据
え
た
人
材
確
保
の

た
め
、
求
人
の
ご
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

★
問
合
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
江
差

　
　
　
　
　
　
　 

☎
５
２
‐
０
１
７
８

◎
ま
な
び
っ
く

☆
４
月
７
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

☆
４
月
21
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　

14
時
～
15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

　

15
時
45
分
～
17
時
45
分

◎
上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☆
４
月
13
日

（水）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

　

厚
沢
部
町
議
会
で
は
、
町
民
の

民
意
に
こ
た
え
る
議
会
を
目
指
し

て
、
地
域
に
出
向
い
て
皆
さ
ん
の

意
見
を
伺
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
議
会
の
活
動
内
容
を

報
告
し
、
議
会
に
期
待
す
る
こ
と

な
ど
、
皆
さ
ん
と
ゆ
っ
た
り
と
懇

談
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
多
数
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

★
日
時
と
会
場

●
４
月
５
日

（火）　

午
後
６
時
～

　

館
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

●
４
月
６
日

（水）　

午
後
６
時
～

　

鶉
地
区
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

●
４
月
７
日

（木）　

午
後
６
時
～

　

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
ゆ
み
」

☆
問
合
せ
先　

　

議
会
事
務
局

　

☎
６
４
‐
３
３
１
７

議
会
報
告
会
の
お
知
ら
せ

LINE スタンプ QR コード

おらいもファミリースタンプ
第２弾はこちらから！

令
和
４
年
度
調
理
師
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

　

調
理
師
法
第
３
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
調
理
師

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

◆
試
験
日
時

　

令
和
４
年
８
月
25
日

（木）　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

◆
試
験
地　

函
館
市
（
試
験
会
場
は
受
験
票
に
よ
り
通
知
）

◆
試
験
科
目
及
び
試
験
内
容　

　

食
文
化
概
論
、
公
衆
衛
生
学
、
栄
養
学
、
食
品
学
、
食
品
衛
生
学
及
び

　

調
理
理
論
に
つ
い
て
の
筆
記
試
験

◆
受
験
資
格

　

学
校
教
育
法
第
57
条
に
規
定
す
る
者
で
あ
っ
て
、
多
数
人
に
対
し
て
飲

　

食
物
を
調
理
し
て
供
与
す
る
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
等
の
施
設
又
は
飲

　

食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業
、
複
合
型
そ
う
ざ
い

　

製
造
業
に
掲
げ
る
営
業
に
お
い
て
令
和
４
年
５
月
20
日
ま
で
に
２
年
以

　

上
調
理
の
業
務
に
従
事
し
た
者

◆
受
験
願
書
受
付
期
間　

　

令
和
４
年
５
月
９
日

（月）
～
20
日

（金）
ま
で
に
最
寄
り
の
保
健
所
に
提
出

★
問
合
せ
先　

江
差
保
健
所
企
画
総
務
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
１
３
９
‐
５
２
‐
１
０
５
３

▲ふるさと納税で厚沢部町を応援してください！
　詳しくは、厚沢部町ホームページでご確認を。 
   https://www.town.assabu.lg.jp/index.php

★★★南部桧山清掃センターからのお知らせ★★★
　令和４年度『ごみ収集カレンダー』は各戸に配布しました。お手元に届いていない

方や転入されてきた方は役場窓口に備え付けていますので申し出ください。
【問合せ先：南部桧山清掃センター（☎ 53-6301）】

　

現
在
、
国
保
病
院
で
は
看
護
師

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
労
働
条
件

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た

ら
、
国
保
病
院
総
務
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
！

★
職
種　

看
護
師

★
採
用
予
定
数　

２
名

★
資
格　

●
厚
沢
部
町
内
に
在
住
の
方
又
は

　

通
勤
可
能
な
方

●
看
護
師
を
取
得
し
て
い
る
方

★
職
務
の
内
容‌

　

看
護
業
務
全
般

　

（
入
院
・
外
来
・
健
診
等
）

★
試
験
内
容

　

面
接
試
験
（
個
別
面
接
に
よ
る

　

人
物
に
つ
い
て
の
口
述
試
験
）

　

を
実
施
し
ま
す
。

★
受
付
期
間

　

随
時
募
集
を
受
付
中

★
問
合
せ
先

　

国
民
健
康
保
険
病
院　

総
務
係

　
　
　
　
　

☎
６
４
‐
３
０
３
６

看
護
師
等
の
募
集
に
つ
い
て
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あとがき
▼
昭
和
33
年
４
月
に
発
行
が
始

ま
っ
た
『
村
政
の
窓
』
か
ら
、
今

月
号
で
広
報
あ
っ
さ
ぶ
は
７
０

０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
は
記

念
特
集
と
し
て
、
６
０
１
号
か
ら

の
振
り
返
り
と
、
上
記
の
厚
沢
部

町
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
を
企
画
し
ま

し
た
。
振
り
返
り
を
作
る
に
あ
た

り
、
広
報
誌
を
見
返
し
ま
し
た
。

こ
の
約
８
年
の
間
に
、
美
和
小
学

校
が
閉
校
や
各
保
育
所
の
閉
園

な
ど
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
歴
史

に
幕
を
閉
じ
た
こ
と
も
あ
れ
ば
、

認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
の
開
始

や
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
の
稼
働

開
始
な
ど
の
新
た
に
始
ま
っ
た

も
の
も
多
く
あ
り
、
町
内
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
が
大
き
か
っ

た
期
間
だ
と
記
事
を
作
り
な
が

ら
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
筆
者
は

２
０
１
８
年
度
に
役
場
へ
採
用

と
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
以
前
の
出

来
事
を
振
り
返
る
こ
と
は
新
鮮

で
も
あ
り
ま
し
た
。
▼
こ
の
間
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
影
響
も
あ
り
、
毎
年
載

っ
て
い
た
各
イ
ベ
ン
ト
の
記
事

が
載
っ
て
い
な
く
な
っ
て
い
く

こ
と
に
寂
し
さ
も
感
じ
ま
し
た
。

ま
だ
、
感
染
拡
大
が
続
い
て
い
る

中
で
す
が
、
町
内
の
各
イ
ベ
ン
ト

が
広
報
に
掲
載
で
き
る
よ
う
に

な
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
す
。
▼
こ
れ
か
ら
も
広
報

あ
っ
さ
ぶ
は
８
０
０
号
・
９
０
０

号
を
目
指
し
な
が
ら
、
町
内
の
出

来
事
を
わ
か
り
や
す
く
、
見
や
す

く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
過
去
の

広
報
誌
は
町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。
▼
令
和
４
年
度
も
引
き
続

き
蛯
名
が
広
報
を
担
当
し
ま
す
。

過
去
を
振
り
返
り
、
お
詫
び
と
訂

正
の
多
さ
に
反
省
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
紙
面
の
内
容
充
実

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
紙
面
の
チ

ェ
ッ
ク
に
今
ま
で
以
上
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
か
ら
の
広
報
へ

の
感
想
・
意
見
、
情
報
提
供
な

ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【　問　題　】
●タテのキー
１.厚沢部町のイメージキャラクター！で
   ファミリーのお父さん！
２.２０２１年８月に道の駅あっさぶの横
　 で供用開始！「24 時間○○○」
３.作付面積が日本一の隠れた特産品
　 「ヤマ○○○」
５.さつまいも黄金千貫などを使って作ら
　 れている焼酎といえば。
６.日本語では「学校」。英語で言うと？
８.厚沢部町のソウルフード「黄色い
　 カレー○○○」
10. 人の経歴や紹介のこと。
13. 今年の干支は？
16. 今年は大雪。○○の雪下ろしも一苦労。
●ヨコのキー
１.木間内にある、○○○〇○○○場「ハ
　 チャムの森」
４.厚沢部町は「○○○〇〇発祥の地」。
７.支援するために○○○○体制を整える。
９.富里の佐助沢川に埋まっているとされ
　 る化石「アッサブ○○○」。
11. コーヒーなどを飲めるお店のこと。
12.17 ページで紹介された地名は？
14. 〇〇釣りは７月１日が解禁日！
15. 認定こども園「○○○」。

７００号記
念

７００号記
念

厚沢部町ワ
ードクイズ

厚沢部町ワ
ードクイズ
　７００号を記念して、厚沢部町にまつわるものをメインとしたワードクイズを
作りました。（小文字は大文字で記入してください）太マスのＡ～Ｅの順に並べ
た言葉が答えです。答えは畑でよく見かけるものとなっています！
　正解者の中から抽選で 10 名の方に景品（町特産品詰め合わせ）をプレゼント
いたします。なお、当選者の発表は、景品の発送をもって代えさせていただきます。

【応募方法】
●ハガキまたはＦＡＸで次の記入事項を記載の上、ご応募ください。
　※応募については１家族につき１通までとなります。
●記入事項：①クイズの答え　②郵便番号及び住所　③氏名　④年齢　⑤電話番号
　　　　　　⑥広報あっさぶへのご意見やご感想
●応募締切：令和４年４月２０日（水）消印有効

【あて先】
〒０４３－１１１３　檜山郡厚沢部町新町２０７番地　
厚沢部町役場政策推進課　政策推進係　　ＦＡＸ：０１３９－６７－２８１５

みなさまからのご応募お待ちしております！

 答え： 答え：

１ 2

７

Ａ

4

10

3

5

15

6

89

11

12

13

14

16

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ


